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表紙の絵

イエスが天に上った後，イエスの弟子たちがエルサレムや他の場所で熱心に伝道している。（研究記事20の1節を参照。）
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研究記事18

イエスに従うのを妨げるものがありますか


「私に疑いを抱かない人は幸せです」。マタイ 11:6

54番の歌 「これが道である」

何を学ぶか*




 1. 聖書について初めて伝えた時，どんな反応が返ってきたことがありますか。

これは真理だ，と確信した時のことを覚えていますか。聖書から学んだことは，どれも皆明快で筋が通っているように思えました。「この真理を知らせたら，みんな喜ぶに違いない」と思いました。聖書について学ぶなら，いま充実した生活を送ることができ，将来に素晴らしい希望を持てるようになる，と思ったのです。（詩 119:105）それで，自分が見つけた真理を友達や親族みんなに熱く語りました。でも，どうだったでしょうか。意外なことに，多くの人は相手にしてくれませんでした。

2-3. イエスの時代の人々はイエスを受け入れましたか。

2 聖書のメッセージを聞こうとしない人がいても，驚くべきではありません。イエスも，当時のほとんどの人から退けられました。神の後ろ盾があることを示す奇跡を行ったにもかかわらず，退けられたのです。例えばイエスは，ラザロを復活させるという，反対者たちも否定できないような奇跡を行いました。それなのに，ユダヤ人の指導者たちはイエスがメシアであることを認めませんでした。それどころか，イエスとラザロを殺そうとさえしたのです。（ヨハ 11:47，48，53; 12:9-11）

3 ほとんどの人は，イエスがメシアであることを認めようとしませんでした。（ヨハ 5:39-44）イエスはそのことが分かっていました。それで，バプテストのヨハネの弟子たちにこう言いました。「私に疑いを抱かない人は幸せです」。（マタ 11:2，3，6）人々がイエスを退けたのはなぜでしょうか。

 4. この記事ではどんなことを考えますか。

4 この記事と次の記事では，1世紀の多くの人たちがイエスに信仰を持たなかった理由を考えます。また，現代の多くの人たちが私たちを退ける理由についても考えます。さらに重要な点として，イエスに対する強い信仰があるならイエスに従い続けることができる，ということについても学びます。






（1）イエスの生まれや育ち




[image: フィリポが，近くに座っているイエスと話してみるようナタナエルに勧めている。]

多くの人たちは，イエスの生まれや育ちを理由にイエスを退けた。この点はどのように現代でも信仰の妨げとなることがあるか。（5節を参照。）*





 5. イエスが予告されていたメシアであるはずはない，と考える人がいたのはなぜですか。

5 多くの人は，イエスの生まれや育ちが原因でイエスに信仰を持てませんでした。イエスが素晴らしい教師であり，幾つもの奇跡を行ったことは認めていました。しかし，彼らにとってイエスは貧しい大工の息子にすぎませんでした。それにイエスは，取るに足りないと考えられていた町ナザレの出身でした。イエスの弟子になったナタナエルも最初は，「何か良いものがナザレから出るだろうか」と言っていました。（ヨハ 1:46）ナタナエルは，イエスが住んでいたナザレに良いイメージを持っていなかったのかもしれません。あるいは，ミカ 5章2節の預言の言葉を考えたのかもしれません。その預言によれば，メシアはナザレではなくベツレヘムで生まれることになっていました。

 6. イエスの時代の人々は，イエスがメシアであることをどうすれば見分けられたはずですか。

6 聖書は何と述べているか。預言者イザヤは，イエスの敵たちが「[メシア]の家系の詳細」を知ろうとしないことを予告していました。（イザ 53:8）メシアの家系については，さまざまなことが預言されていました。時間を取ってきちんと事実を調べれば，イエスがベツレヘムで生まれたことや，ダビデ王の子孫であることが分かったはずです。（ルカ 2:4-7）イエスは，ミカ 5章2節の預言通りの場所で生まれたのです。では，問題はどこにありましたか。事実をきちんと調べもせずに決め付けてしまったことです。それで，イエスに信仰を持つことができませんでした。

 7. 現代の多くの人たちがエホバの証人を退けるのはなぜですか。

7 現代でも同じ状況が見られるか。見られます。エホバの証人も，ほとんどの人は裕福ではありません。「教育のない普通の人」と見られています。（使徒 4:13）神学校を出ていないので，聖書について教える資格はないと思われています。また，アメリカに住んでいるエホバの証人は全体の約15％にすぎないのに，「アメリカの宗教」と言われることがあります。さらに，イエスを信じていないと言われることもあります。幾年にもわたって「共産主義者」，「アメリカのスパイ」，「過激主義者」といったレッテルを貼られてきました。こうした話を聞いた多くの人たちは，事実を知らない，あるいは受け入れようとしないために，エホバの証人を退けます。

 8. 使徒 17章11節によると，現代，本当の意味で神に仕えている人たちを見分けるには，どうすればよいですか。

8 信仰を妨げられないために何ができるか。事実を調べる必要があります。福音書を書いたルカは，そうしました。「全てのことを初めから綿密に」調べたのです。読者に，イエスについて聞いた事柄の「確かさを十分に知って」ほしいと思ったからです。（ルカ 1:1-4）古代ベレアのユダヤ人も，ルカと同じようにしました。イエスについての良い知らせを初めて聞いた時，聞いたことがその通りかどうか，ヘブライ語聖書を調べました。（使徒 17:11を読む。）現代でも同じように，事実を調べる必要があります。エホバの証人が教えていることと聖書が述べていることを比較することは重要です。また，現代のエホバの証人の歴史を学ぶことも大切です。“身元調査”をきちんと行うなら，偏見やうわさに惑わされることはないでしょう。






（2）イエスは人に見せるための奇跡を行おうとはしなかった




[image: イエスが大勢の人に話をしている。]

多くの人たちは，イエスが人に見せるために奇跡を行おうとしなかったことを理由にイエスを退けた。この点はどのように現代でも信仰の妨げとなることがあるか。（9-10節を参照。）*





 9. イエスが天からのしるしを見せることを拒んだ結果，どうなりましたか。

9 イエスの時代のある人たちは，イエスの素晴らしい教えだけでは満足せず，もっと多くのことを求めました。自分がメシアであることを示す「天からのしるし」を見せるようイエスに要求しました。（マタ 16:1）そうしたのは，ダニエル 7章13，14節を誤解していたからでしょう。しかし，この預言が実現する，エホバが定めた時はまだ来ていませんでした。人々はイエスの教えを聞けば，イエスがメシアであることを十分確信できたはずです。しかし，イエスが求めに応じず，奇跡を行わなかったので，イエスを退けました。（マタ 16:4）

10. イエスは，イザヤがメシアについて書いたことをどのように実現させましたか。

10 聖書は何と述べているか。預言者イザヤはメシアについてこう書きました。「彼は叫ばず，声を上げず，通りで声を発することもない」。（イザ 42:1，2）イエスは宣教を行う際，自分に注意を向けることはしませんでした。壮麗な神殿を建てることも，目立つ衣装を着ることも，仰々しい称号で呼ぶよう求めることもしませんでした。命が懸かった裁判を受けていた時も，ヘロデ王を喜ばせるために奇跡を行うことはしませんでした。（ルカ 23:8-11）イエスは奇跡を行うこともありましたが，イエスにとって一番大切だったのは，良い知らせを伝えることでした。弟子たちに，「私はそのために来た」と言っていた通りです。（マル 1:38）

11. 現代の多くの人たちは，宗教に関してどんな点に魅力を感じていますか。

11 現代でも同じ状況が見られるか。見られます。現代の多くの人たちは，豪華な装飾が施された大聖堂や，仰々しい肩書きを持つ聖職者に心を引かれています。また，起源や意味が忘れ去られたような儀式に魅力を感じています。しかし，そうした人たちは，礼拝などに参加していても，神や神の目的についてほとんど学んでいません。一方，エホバの証人の集会に出席している人たちは，エホバが私たちに何を望んでいるかについて学んでいます。王国会館は豪華ではありませんが，清潔で機能的な造りになっています。教える立場にある人たちは，特別な服を着ることも仰々しい肩書きで呼ばれることもありません。エホバの証人が教えていることや信じていることは，聖書に基づいています。しかし，現代の多くの人たちは私たちを退けます。それは，エホバの証人の崇拝の仕方はあまりにも簡素で，教えは自分が聞きたいことではない，と思うからです。

12. ヘブライ 11章1，6節からすると，信仰を強くするためには何が必要ですか。

12 信仰を妨げられないために何ができるか。使徒パウロは，ローマのクリスチャンにこう言いました。「信仰は聞いた事柄から生じます。キリストについての言葉を聞いて信仰を持つのです」。（ロマ 10:17）それで，信仰を強くするためには聖書を学ばなければなりません。どれほど魅力的に思えても，聖書に基づかない宗教儀式は，信仰を強めるものとはなりません。正確な知識に基づいた強い信仰が必要です。「信仰がなければ，神に喜ばれることは[ない]」からです。（ヘブライ 11:1，6を読む。）ですから，天からのしるしがなくても，真理を見つけたと確信することができます。信仰を強める聖書の教えを注意深く調べるなら，確信を深め，どんな疑いも払いのけることができるのです。






（3）イエスはユダヤ人の習慣に従わなかった
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多くの人たちは，イエスがユダヤ人の習慣に従わなかったことを理由にイエスを退けた。この点はどのように現代でも信仰の妨げとなることがあるか。（13節を参照。）*





13. 多くの人たちがイエスを非難したのはなぜですか。

13 イエスの時代，バプテストのヨハネの弟子たちは，イエスの弟子たちが断食をしないことに戸惑っていました。そこでイエスは，自分が生きている間は断食をする理由がない，ということを説明しました。（マタ 9:14-17）しかし，パリサイ派をはじめ，イエスに反対する人たちは，イエスはユダヤ人の習慣や伝統に従っていない，と言ってイエスを非難しました。イエスが安息日に病気の人を癒やすのを見て，腹を立てました。（マル 3:1-6。ヨハ 9:16）彼らは，安息日をきちんと守っていると口では言っていましたが，神殿で商売をすることには全く抵抗を感じていませんでした。そのことをイエスに指摘されると，激怒しました。（マタ 21:12，13，15）また，ナザレの会堂でイエスの話を聞いていた人たちも，激怒しました。イエスが，昔の例を引き合いに出して，その人たちの利己心や信仰のなさを暴露したからです。（ルカ 4:16，25-30）イエスの行動が期待と違っていたので，多くの人たちはイエスを退けました。（マタ 11:16-19）

14. イエスが聖書に沿っていない人間の伝統を非難したのはなぜですか。

14 聖書は何と述べているか。エホバは，預言者イザヤを通してこう言いました。「この民は口では私に近づくと言い，唇で私を敬うが，心は私から遠く離れている。彼らが私を畏れるのは，人間の命令を教え込まれたからにすぎない」。（イザ 29:13）イエスが聖書に沿っていない人間の伝統を非難したのは，正しいことでした。人間が作った決まりや伝統を聖書よりも重視した人たちは，エホバと，エホバがメシアとして遣わした方を退けました。

15. 現代の多くの人たちが，エホバの証人に気分を害したり，腹を立てたりするのはなぜですか。

15 現代でも同じ状況が見られるか。見られます。エホバの証人が誕生日やクリスマスなどの聖書に沿わない習慣に加わらないと，気分を害する人が大勢います。また，エホバの証人が愛国主義的な行事に参加しなかったり，葬式に関する聖書に沿わない習慣に従わなかったりすると，腹を立てる人もいます。このような反応をする人たちは，自分の崇拝は神に喜ばれていると誠実に考えているかもしれません。しかし，聖書がはっきり教えていることよりも人間の伝統を重視するなら，神を喜ばせることはできません。（マル 7:7-9）

16. 詩編 119編97，113，163-165節からすると，私たちは何を行い，何を避ける必要がありますか。

16 信仰を妨げられないために何ができるか。エホバの律法と原則に対する愛を深める必要があります。（詩編 119:97，113，163-165を読む。）エホバを愛しているなら，エホバが嫌う伝統や習慣を全て退けることでしょう。エホバへの愛を何よりも大切にします。






（4）イエスは政治に関わろうとしなかった
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多くの人たちは，イエスが政治に関わろうとしなかったことを理由にイエスを退けた。この点はどのように現代でも信仰の妨げとなることがあるか。（17節を参照。）*





17. イエスの時代の多くの人たちは，どんなことを期待していたのでイエスを退けましたか。

17 イエスの時代のある人たちは，政治的な変化を求めていました。メシアがローマの圧政から解放してくれることを期待していました。それで，イエスを王にしようとしましたが，イエスはそれを拒みました。（ヨハ 6:14，15）一方，祭司をはじめとする人たちは，イエスが政治的な変化をもたらすのではないかと恐れていました。そのようにしてローマを敵に回せば，宗教指導者たちは権力を失うことになるからです。こうした政治的な思惑があったので，多くのユダヤ人はイエスを退けました。

18. 多くの人はメシアについてのどんな預言に注意を払いませんでしたか。

18 聖書は何と述べているか。多くの預言はメシアがやがて戦士として勝利を収めることを予告していましたが，メシアが人間の罪のためにまず死ななければならない，ということも預言されていました。（イザ 53:9，12）では，多くのユダヤ人がメシアに対して間違った期待を持ったのはなぜでしょうか。目先の問題の解決とは関係のない預言には注意を払わなかったからです。（ヨハ 6:26，27）

19. 現代の多くの人たちが私たちを退けるのはなぜですか。

19 現代でも同じ状況が見られるか。見られます。現代の多くの人たちは，私たちエホバの証人が政治に関して中立を保つので，私たちを退けます。選挙で投票することを私たちに求めます。しかし，人間を支配者として選ぶなら，エホバを退けることになります。（サム一 8:4-7）また，学校や病院を建てたり，慈善事業を行ったりすべきだと考える人もいます。そうした人たちは，私たちが世の中の問題をすぐに解決しようとするのではなく，伝道に専念しているので，私たちを退けます。

20. マタイ 7章21-23節にあるイエスの言葉からすると，私たちはどんなことに注意を集中すべきですか。

20 信仰を妨げられないために何ができるか。（マタイ 7:21-23を読む。）私たちは，イエスから命じられた活動を行うことに注意を集中すべきです。（マタ 28:19，20）世の中の政治や社会の問題に気を散らされてはいけません。もちろん，私たちは人々を愛していて，世の中の問題を気に掛けています。とはいえ，神の王国について教え，エホバの友になるよう助けることほど隣人のためになることはない，ということを理解しています。

21. どんな決意ができますか。

21 この記事では，信仰の妨げとなり得る4つの点について考えました。それが原因で，1世紀の多くの人たちはイエスを退けました。また，現代のある人たちはイエスの弟子たちを退けています。では，私たちが注意すべきなのは，この4つだけでしょうか。そうではありません。次の記事で，さらに4つの点を考えます。イエスを退けることなく，強い信仰を保つことを決意しましょう。







どのように答えますか


	  1世紀のある人たちがイエスを退けたのはなぜですか。



	  現代の多くの人たちがイエスの真の弟子たちを退けるのはなぜですか。



	  私たちが信仰を妨げられたりしないのはなぜですか。









56番の歌 真理を生き方にする

^ 5節 イエスは，地上で生きた人たちの中で最も偉大な教師でした。でも，当時のほとんどの人はイエスを退けました。どうしてでしょうか。この記事では，4つの理由を考えます。また，現代の多くの人たちがイエスの真の弟子たちを退ける理由についても考えます。さらに重要な点として，イエスに対する強い信仰があるならイエスに従い続けることができる，ということについても学びます。




^ 60節 写真や挿絵: フィリポがイエスと話してみるようナタナエルに勧めている。


^ 62節 写真や挿絵: イエスが良い知らせを伝えている。


^ 64節 写真や挿絵: イエスが，反対者たちの目の前で，片手がまひした男性を癒やしている。


^ 66節 写真や挿絵: イエスが1人で山に入って行く。






^ （マタ 11:6） 私に疑いを抱かない人は幸せです」。



^ 1節 （詩 119:105） あなたの言葉は私の足元を照らすランプ， 私の進む道を照らす光。



^ 2節 （ヨハ 11:47， 48） そのため，祭司長とパリサイ派の人たちはサンヘドリンを招集して，こう言った。「この男が多くの奇跡*を行っているが，私たちはどうすべきだろうか。 48 このまま放っておいたら，皆が彼に信仰を持ち，ローマ人がやって来て，私たちの神殿も国民も奪い去ってしまう」。

直訳，「しるし」。


^ 2節 （ヨハ 11:53） その場にいた人たちはその日以来，イエスを殺そうとして相談した。



^ 2節 （ヨハ 12:9-11） その間に，大勢のユダヤ人が，イエスがそこにいることを知ってやって来た。イエスだけではなく，生き返らされたラザロも見るためだった。 10 祭司長たちはラザロも殺そうと相談した。 11 ラザロのために，多くのユダヤ人がベタニヤへ行き，イエスに信仰を持つようになったからである。



^ 3節 （ヨハ 5:39-44） あなた方は聖書によって永遠の命を受けられると考えて，それを調べています。それこそ私について証言するものです。 40 それなのに，あなた方は命を受けるために私の所に来ようとしません。 41 私は人*からの称賛を受け入れたりはしません。 42 一方，あなた方は心に神への愛を抱いていません。私はそのことをよく知っています。 43 私が天の父の名によって来ているのに，あなた方は私を受け入れません。ほかの人が自分の名によって来れば，あなた方はその人を受け入れるでしょう。 44 あなた方は互いに称賛し合って，唯一の神からの称賛を求めていないのですから，どうして信じることができるでしょうか。

または，「人間」。


^ 3節 （マタ 11:2， 3） ところで，ヨハネは牢屋の中でキリストの活動について聞き，自分の弟子たちを遣わし， 3 イエスに尋ねた。「あなたが，来ることになっている方ですか。それとも，ほかの方を待つべきでしょうか」。



^ 3節 （マタ 11:6） 私に疑いを抱かない人は幸せです」。



^ 5節 （ヨハ 1:46） しかしナタナエルは言った。「何か良いものがナザレから出るだろうか」。フィリポは言った。「来れば分かる」。



^ 5節 （ミカ 5:2） ベツレヘム･エフラタよ， ユダの氏族たちの中で最も小さいあなたから， 私のためにイスラエルで統治者になる者が出る。 その者の生まれは古く，遠い昔にさかのぼる。



^ 6節 （イザ 53:8） 彼は不当な裁きを受けて*取り去られた。 誰が彼の家系*の詳細を知ろうとするだろうか。 彼は地上から除かれた。 私の民の違反のゆえにむちで打たれた*。

または，「抑圧と裁きのゆえに」。
または，「生き方」。
または，「ゆえに打たれて死んだ」。


^ 6節 （ルカ 2:4-7） ヨセフも，ナザレの町を出て，ガリラヤからユダヤに入り，ベツレヘムと呼ばれるダビデの町に上った。ダビデの家系の人だったからであり， 5 彼と約束通り結婚して出産を控えたマリアと共に，登録をするためだった。 6 2人がそこにいる間に，出産の時が来た。 7 そしてマリアは男の子，初めての子を産み，布の帯でくるんで，飼い葉おけに寝かせた。泊まれる部屋がどこにもなかったからである。



^ 6節 （ミカ 5:2） ベツレヘム･エフラタよ， ユダの氏族たちの中で最も小さいあなたから， 私のためにイスラエルで統治者になる者が出る。 その者の生まれは古く，遠い昔にさかのぼる。



^ 7節 （使徒 4:13） 支配者と長老たちは，ペテロとヨハネの大胆な*話し方を見た時，2人が教育のない*普通の人であることを知って，非常に驚いた。そして，2人がイエスと一緒にいたことに気付くようになった。

または，「率直な」。
または，「無学な」。ラビの学校で教育を受けていないということ。読み書きができないということではない。


^ （使徒 17:11） ここの人たちはテサロニケの人たちより心が広く，神の言葉を非常に意欲的に受け入れ，聞いたことがその通りかどうかと聖書を毎日注意深く調べた。



^ 8節 （ルカ 1:1-4） 私たちが全く信じている出来事を1つの記述にまとめることに，多くの人が取り組んできました。 2 最初からの目撃証人で音信を広めた人々も，そうした出来事を私たちに伝えました。 3 私も，全てのことを初めから綿密に調べましたので，テオフィロ閣下，あなたに順序立てて書いてお伝えすることにしました。 4 聞いて学ばれた事柄の確かさを十分に知っていただくためです。



^ 8節 （使徒 17:11） ここの人たちはテサロニケの人たちより心が広く，神の言葉を非常に意欲的に受け入れ，聞いたことがその通りかどうかと聖書を毎日注意深く調べた。



^ 9節 （マタ 16:1） ここでパリサイ派とサドカイ派の人たちが近づいてきて，イエスを試すために，天からのしるしを見せてくれるよう頼んだ。



^ 9節 （ダニ 7:13， 14） この夜，私が見ていた幻の中で，今度は天の雲と共に人の子のような者がやって来た。その者は年月を経た方に近づくことを許され，その方のすぐ前に連れてこられた。 14 その者に統治権と栄誉と王国が与えられ，あらゆる民族や国や言語の人々が彼に仕えるようにされた。その統治は終わることなく永遠に続き，その王国は滅ぼされることがない。



^ 9節 （マタ 16:4） 邪悪な姦淫の世代はしるし*を求め続けますが，ヨナのしるし以外にしるしが与えられることはありません」。そして，人々を残したまま去っていった。

または，「奇跡的な証拠」。


^ 10節 （イザ 42:1， 2） 見なさい，私が支えている奉仕者， 私が選び，喜んでいる*者である。 私は彼の内に聖なる力を宿らせた。 彼は国々に公正をもたらす。  2 彼は叫ばず，声を上げず， 通りで声を発することもない。

または，「是認した」。


^ 10節 （ルカ 23:8-11） ヘロデはイエスを見ると，大変喜んだ。イエスのことをいろいろ聞いて，かなり前から会ってみたいと思っていたのである。イエスが行う奇跡*も見たいと思っていた。 9 そこで，あれこれ質問し始めたが，イエスは何も答えなかった。 10 祭司長と律法学者たちが次々に立ち上がり，イエスのことを激しく訴えた。 11 そこでヘロデは兵士たちと一緒になってイエスを侮辱し，きらびやかな*服を着せてあざけってから，ピラトのもとに送り返した。

直訳，「しるし」。
または，「鮮やかな」，「光り輝く」。


^ 10節 （マル 1:38） しかしイエスは言った。「どこかほかの所，近くの町に行きましょう。そこでも伝道するためです。私はそのために来たからです」。



^ （ヘブ 11:1） 信仰とは，望んでいる事柄が実現するという確信*であり，目に見えないものが実在するというはっきりとした*証拠を持っていることです*。

または，「保証」。
または，「納得のいく」。
または，「証拠です」。


^ （ヘブ 11:6） 信仰がなければ，神に喜ばれることはありません。神に近づく人は，神が存在し，熱心に仕えようと努める人たちに報いてくださる，ということを信じなければなりません。



^ 12節 （ロマ 10:17） ですから，信仰は聞いた事柄から生じます。キリストについての言葉を聞いて信仰を持つのです。



^ 12節 （ヘブ 11:1） 信仰とは，望んでいる事柄が実現するという確信*であり，目に見えないものが実在するというはっきりとした*証拠を持っていることです*。

または，「保証」。
または，「納得のいく」。
または，「証拠です」。


^ 12節 （ヘブ 11:6） 信仰がなければ，神に喜ばれることはありません。神に近づく人は，神が存在し，熱心に仕えようと努める人たちに報いてくださる，ということを信じなければなりません。



^ 13節 （マタ 9:14-17） その時，ヨハネの弟子たちがイエスの所に来てこう尋ねた。「私たちとパリサイ派の人たちは断食を行うのに，あなたの弟子たちはどうして断食をしないのですか」。 15 イエスは言った。「花婿の友人たちは，花婿が一緒にいる限り，嘆き悲しむ理由がありません。しかし，花婿が取り去られる時が来ます。そうなれば，断食をします。 16 古い外衣を繕うために，縮んでいない布切れを使う人はいません。外衣は新しい布切れに引っ張られ，もっとひどく破れてしまうからです。 17 また人は，新しいぶどう酒を古い革袋に入れません。もしそうしたら，革袋は張り裂け，ぶどう酒はこぼれて，革袋は駄目になってしまいます。やはり，新しいぶどう酒は新しい革袋に入れます。そうすれば，両方とも保たれます」。



^ 13節 （マル 3:1-6） イエスは再び会堂に入った。そこに，片手がまひした*男性がいた。 2 人々は，イエスが安息日にその男性を治すかどうか，じっと見ていた。イエスを訴えようとしてだった。 3 イエスは，片手がまひした*男性に言った。「立って，中央に来なさい」。 4 そして人々に言った。「安息日にしてよいのは，助けることですか，苦しめることですか。命を救うことですか，殺すことですか」。人々は黙っていた。 5 イエスは憤りを覚えながら見回し，人々の心が無感覚なのを深く悲しんで，男性に言った。「手を伸ばしなさい」。男性がそうすると，手は治った。 6 すると，パリサイ派の人たちは出ていき，すぐにヘロデ党の人たちと協議を始めた。イエスを殺そうとしてであった。

または，「なえた」。直訳，「乾き切った」。
または，「なえた」。直訳，「乾き切った」。


^ 13節 （ヨハ 9:16） パリサイ派のある人たちは，「その人は神の所から来たのではない。安息日を守っていない」と言いだした。ほかの人たちは，「罪人だったら，どうしてこんな奇跡*を行えるだろうか」と言った。こうして意見が分かれた。

直訳，「しるし」。


^ 13節 （マタ 21:12， 13） イエスは神殿に入り，神殿で売り買いしている人を皆追い出し，両替屋の台と，ハトを売る人のベンチを倒した。 13 そして言った。「『私の家は祈りの家と呼ばれる』と書いてあるのに，あなた方はそれを強盗のすみかとしています」。



^ 13節 （マタ 21:15） 祭司長と律法学者たちは，イエスがした驚くべき事柄や，「お救いください，ダビデの子を！」と神殿で叫んでいる少年たちを見て憤り，



^ 13節 （ルカ 4:16） イエスは自分が育った土地ナザレに来た。そして，安息日の自分の習慣通り，会堂に入り，朗読のために立ち上がった。



^ 13節 （ルカ 4:25-30） 実例を挙げましょう。エリヤの時代に，3年半にわたって雨が降らず，大飢饉が全土を襲った時，イスラエルにはやもめが大勢いました。 26 それでも，エリヤはその誰の所にも遣わされず，シドンのザレパテにいた1人のやもめの所にだけ遣わされました。 27 また，預言者エリシャの時に，イスラエルには重い皮膚病の人が大勢いました。それでも，そのうちの一人も癒やされず，シリア人ナアマンだけが癒やされました」。 28 会堂でこの話を聞いていた人は皆，怒りでいっぱいになった。 29 そして，立ち上がってイエスを町の外へ追い立て，町が立っている山*の崖に連れていった。突き落とそうとしたのである。 30 しかしイエスは彼らの真ん中を通り抜けて，進んでいった。

または，「丘」。


^ 13節 （マタ 11:16-19） この世代を誰になぞらえましょうか。広場に座って友達に叫ぶ幼い子供たちのようです。 17 こう言うのです。『笛を吹いてあげたのに，踊ってくれなかった。泣き叫んだのに，胸をたたいて悲しんでくれなかった』。 18 同じように人々は，ヨハネが来て食べたり飲んだりしないと，『彼は邪悪な天使に取りつかれている』と言い， 19 人の子が来て食べたり飲んだりすると，『見ろ，大食いで，大酒飲みの男，徴税人や罪人たちの仲間だ』と言います。しかし，知恵は行動によって明らかになります」。



^ 14節 （イザ 29:13） エホバはこう言う。 「この民は口では私に近づくと言い， 唇で私を敬うが， 心は私から遠く離れている。 彼らが私を畏れるのは，人間の命令を教え込まれたからにすぎない。



^ 15節 （マル 7:7-9） 私を崇拝し続けても無駄である。人間の命令を教理として教えるからである』。 8 あなた方は神のおきてを無視して，人間の伝統を固守しています」。 9 イエスはさらに言った。「あなた方は自分たちの伝統を維持しようとして，神のおきてを巧妙に退けています。



^ （詩 119:97） 私はあなたの律法を愛してやまない！ 一日中じっくり考える*。

または，「学ぶ」。


^ （詩 119:113） 私は中途半端な人*たちを憎み， あなたの律法を愛する。

または，「心が分かれている人」。


^ （詩 119:163-165） 偽りを憎む。ひどく嫌う。 あなたの律法を愛する。 164 あなたの正しい法規*のことで， 日に7回あなたを賛美する。 165 豊かな平和はあなたの律法を愛する人たちのもの。 その人たちはどんなものにもつまずかない*。

直訳，「裁き」。
または，「その人たちにとって信仰を妨げるものはない」。


^ 16節 （詩 119:97） 私はあなたの律法を愛してやまない！ 一日中じっくり考える*。

または，「学ぶ」。


^ 16節 （詩 119:113） 私は中途半端な人*たちを憎み， あなたの律法を愛する。

または，「心が分かれている人」。


^ 16節 （詩 119:163-165） 偽りを憎む。ひどく嫌う。 あなたの律法を愛する。 164 あなたの正しい法規*のことで， 日に7回あなたを賛美する。 165 豊かな平和はあなたの律法を愛する人たちのもの。 その人たちはどんなものにもつまずかない*。

直訳，「裁き」。
または，「その人たちにとって信仰を妨げるものはない」。


^ 17節 （ヨハ 6:14， 15） 人々はイエスが行った奇跡を見て，「これこそ，世に来ることになっていた預言者だ」と言いだした。 15 イエスは，人々が自分を王にするために捕らえに来ようとしているのを知り，ただ独りで再び山に去っていった。



^ 18節 （イザ 53:9） 悪人と共に墓を与えられ， 裕福な人と共に葬られた。 何も間違ったことをしておらず*， 欺きを語ったこともないのに。

または，「暴力を振るったことはなく」。


^ 18節 （イザ 53:12） それで，私は彼に多くの人たちと同様に分け前を与え， 彼は力がある者たちと戦利品を分け合う。 彼が自分の命を捧げて*死をも受け入れ， 違反者たちの1人に数えられたからである。 彼は多くの人の罪を担い， 違反者たちのために仲裁した。

直訳，「注ぎ出して」。


^ 18節 （ヨハ 6:26， 27） イエスは答えた。「はっきり言っておきますが，皆さんが私を捜しているのは，奇跡を見たからではなく，パンを食べて満足したからです。 27 腐ってしまう食物のためではなく，なくならないで永遠の命をもたらす食物のために働きなさい。人の子がそれを与えます。父すなわち神が彼を認めていることを示した*からです」。

直訳，「この者に証印を押した」。


^ 19節 （サム一 8:4-7） やがてイスラエルの長老の皆が集まり，ラマのサムエルの所にやって来た。 5 そして言った。「あなたは年を取られましたが，ご子息たちはあなたの歩みに倣ってはいません。どうか，他の国々と同じように，私たちを裁く王を立ててください」。 6 サムエルは，彼らが「私たちを裁く王をお与えください」と言ったのを不快に思った。それでエホバに祈った。 7 エホバはサムエルに言った。「民が言うことを全て聞き入れなさい。彼らが退けたのはあなたではない。彼らは，私が王であることを認めず，私を退けたのである。



^ （マタ 7:21-23） 私に向かって『主よ，主よ』と言う人全員が天の王国に入るのではなく，天にいる私の父の望むことを行う人だけが入ります。 22 その日には，多くの人が私に向かって『主よ，主よ，私たちはあなたの名によって預言し，あなたの名によって邪悪な天使たちを追い出し，あなたの名によって多くの強力な行い*をしなかったでしょうか』と言います。 23 その時，私ははっきり言います。『あなたたちのことは全く知りません*。不法なことをする人たち，離れ去りなさい！』

または，「奇跡」。
または，「認めたことはありません」。


^ 20節 （マタ 7:21-23） 私に向かって『主よ，主よ』と言う人全員が天の王国に入るのではなく，天にいる私の父の望むことを行う人だけが入ります。 22 その日には，多くの人が私に向かって『主よ，主よ，私たちはあなたの名によって預言し，あなたの名によって邪悪な天使たちを追い出し，あなたの名によって多くの強力な行い*をしなかったでしょうか』と言います。 23 その時，私ははっきり言います。『あなたたちのことは全く知りません*。不法なことをする人たち，離れ去りなさい！』

または，「奇跡」。
または，「認めたことはありません」。


^ 20節 （マタ 28:19， 20） それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。








研究記事19

正しい人にとって信仰を妨げるものはない


「豊かな平和はあなたの律法を愛する人たちのもの。その人たちにとって信仰を妨げるものはない」。詩編 119:165，脚注

122番の歌 揺らぐことなく勝利を得る

何を学ぶか*




1-2. ある学者は何と述べていますか。この記事ではどんなことを考えますか。

現代，多くの人はイエスを信じていると言いますが，イエスの教えに従ってはいません。（テモ二 4:3，4）1人の学者はこう書いています。「現代にイエスのような人物が現れて，イエスと同じようなことを言うとしたら，……私たちは2000年前の人々と同じようにその人を退けるだろうか。……恐らく退けるだろう」。

2 1世紀の多くの人たちは，イエスの教えを聞き，イエスの奇跡を見たにもかかわらず，イエスに信仰を持とうとしませんでした。なぜでしょうか。前の記事では，人々がイエスを退けた4つの理由を取り上げました。この記事では，さらに4つの理由を考えます。また，現代の人たちがイエスの弟子たちを退けるのはなぜか，私たちは信仰を妨げられないために何ができるかといった点も考えます。






（1）イエスは人に公平に接した




[image: イエスが食卓に着いて，マタイや他の徴税人と一緒に食事をしている。宗教指導者たちは戸口の所で不満を口にしている。]

多くの人たちは，イエスが罪人と見なされていた人たちと時間を過ごしたことを理由にイエスを退けた。この点はどのように現代でも信仰の妨げとなることがあるか。（3節を参照。）*





 3. ある人たちは，イエスのどんな行動を見て，反感を抱きましたか。

3 イエスは地上にいた時，さまざまな人たちと時間を過ごしました。お金持ちや有力者とも一緒に食事をしましたが，貧しい人や見下げられていた人たちとも多くの時間を過ごしました。また，一般に「罪人」と見なされていた人たちに思いやりを示しました。高慢な人たちは，イエスがこうしたことを行うのを見て，反感を抱きました。それで弟子たちに，「徴税人や罪人たちと食べたり飲んだりするのはどうしてか」と言いました。それに対して，イエスはこう答えました。「健康な人に医者は必要ではなく，病気の人に必要なのです。私は，正しい人ではなく罪人を悔い改めに導くために来ました」。（ルカ 5:29-32）

 4. イザヤの預言からすれば，ユダヤ人はメシアについてどんなことを予期できたはずですか。

4 聖書は何と述べているか。メシアが登場するずっと前から，預言者イザヤは，メシアが世の人々から受け入れられないということを予告していました。こうあります。「彼は軽んじられ，人々に避けられた。……顔が私たちから隠されているかのようだった。彼は軽んじられ，私たちは彼を無視した」。（イザ 53:3）このようにメシアは，「人々に」避けられることになっていました。それで1世紀のユダヤ人は，イエスが人々から退けられることを予期できたはずです。

 5. 現代の多くの人たちはイエスの弟子たちをどう見ていますか。

5 現代でも同じ状況が見られるか。見られます。多くの聖職者は，著名人やお金持ちや知識人を教会員として喜んで迎え入れます。そうした人たちの道徳基準やライフスタイルが神の基準から外れていても気にしません。その一方で，エホバに熱心に仕え，道徳的に正しい生活を送っている人たちのことは見下します。そうした人たちが世間から取るに足りない存在と見なされているからです。しかし，パウロが言っている通り，神は「見下されている」人たちを選びました。（コリ一 1:26-29）エホバにとっては，忠実に仕える人たち全てが貴重な存在なのです。

 6. マタイ 11章25，26節でイエスは何と言いましたか。私たちはどのようにイエスに倣えますか。

6 信仰を妨げられないために何ができるか。（マタイ 11:25，26を読む。）エホバの証人に対する人々の見方に影響されてはいけません。エホバがご自分の望むことを行うために用いるのは謙遜な人たちだけである，ということを忘れないようにしましょう。（詩 138:6）そして，人々から賢いとは見なされていない人たちを用いてエホバがどれほど多くのことを行ってきたかを考えてください。






（2）イエスは間違った考え方を非難した


 7. イエスがパリサイ派の人たちを偽善者と呼んだのはなぜですか。パリサイ派の人たちはどう反応しましたか。

7 イエスは，当時の宗教指導者の偽善的な行いを勇気をもって非難しました。例えば，パリサイ派の人たちは親を世話することよりも，手の洗い方を重視していました。（マタ 15:1-11）イエスの弟子たちは，イエスがそうした偽善を非難するのを聞いて，驚いたかもしれません。それでこう尋ねます。「パリサイ派の人たちがあなたの言ったことを聞いて反感を抱いたのを知っていますか」。イエスはこう答えました。「天の父が植えたのでない植物は全て引き抜かれます。放っておきなさい。あの人たちは目が見えない案内人です。目の見えない人が目の見えない人を案内すれば，2人とも穴に落ちます」。（マタ 15:12-14）イエスは，宗教指導者たちのネガティブな反応に負けて真理を語るのをやめたりはしませんでした。

 8. イエスは，全ての教えが神に受け入れられるわけではないことをどのように示しましたか。

8 イエスは，間違った教えを暴露することもしました。全ての教えが神に受け入れられるわけではないことを示しました。滅びに至る広々とした道を歩む人は多く，命に至る狭められた道を歩む人は少ない，と述べています。（マタ 7:13，14）またイエスは，神に仕えているように見えても実際には仕えていない人がいることを明らかにしました。こう警告しています。「羊のふりをしてやって来る偽預言者たちに警戒していなさい。その人たちは実際には，むさぼり食うオオカミです。その人たちは実によって見分けられます」。（マタ 7:15-20）



[image: イエスが神殿から商人たちを追い出している。商人たちは慌てて動物などの売り物を集め，出ていこうとしている。]

多くの人たちは，イエスが間違った教えや行いを非難したことを理由にイエスを退けた。この点はどのように現代でも信仰の妨げとなることがあるか。（9節を参照。）*





 9. イエスはどんな教えが間違っていることを示しましたか。

9 聖書は何と述べているか。聖書は，メシアがエホバの家に対する熱い思いを抑え切れない，ということを預言していました。（詩 69:9。ヨハ 2:14-17）イエスは，この熱い思いに動かされて，間違った教えや行いを暴きました。例えば，パリサイ派の人たちは，魂は不滅であると信じていましたが，イエスは，死んだ人は眠っていると教えました。（ヨハ 11:11）サドカイ派の人たちは，復活はないと言っていましたが，イエスは友人のラザロを復活させました。（ヨハ 11:43，44。使徒 23:8）パリサイ派の人たちは，全ては運命と神によって決まると考えていましたが，イエスは，人間は神に仕えるかどうかを選ぶことができると教えました。（マタ 11:28）

10. 多くの人たちが私たちを退けるのはなぜですか。

10 現代でも同じ状況が見られるか。見られます。私たちエホバの証人が聖書を使ってさまざまな教えが間違っていることを示すので，多くの人たちは私たちを退けます。聖職者は，神は悪人を地獄で罰すると教えます。その間違った教えを使って，人々を自分たちの影響下に置こうとします。エホバの証人は，愛の神エホバを崇拝しており，この教えが間違っていることを暴露しています。聖職者は，魂は不滅であると教えています。もしこの教えが正しいとすれば，復活は必要ないということになります。しかし私たちは，魂は不滅であるという教えの起源が異教にあることを明らかにしています。多くの宗教は予定説を教えていますが，私たちは，人間には自由意思があり，神に仕えるかどうかを選ぶことができると教えています。宗教指導者たちは，自分たちの間違いを明らかにされるとどう反応するでしょうか。多くの場合，激怒します。

11. ヨハネ 8章45-47節のイエスの言葉からすると，神はご自分に仕える人たちに何を求めていますか。

11 信仰を妨げられないために何ができるか。真理を愛しているなら，神の言うことを信じて，その通りにするはずです。（ヨハネ 8:45-47を読む。）悪魔サタンとは違い，私たちは真理を退けるようなことはしません。信念を曲げることもありません。（ヨハ 8:44）神は，ご自分に仕える人たちがイエスのように，「悪いことは憎悪し，善いことにはしっかりと付[く]」ことを求めています。（ロマ 12:9。ヘブ 1:9）






（3）イエスは迫害された




[image: 大勢の人が見ている中，イエスがローマの兵士にせかされつつ杭を運んでいる。]

多くの人たちは，イエスが杭に掛けられて死んだことを理由にイエスを退けた。この点はどのように現代でも信仰の妨げとなることがあるか。（12節を参照。）*





12. イエスの死に方が多くのユダヤ人にとって信仰の妨げとなったのはなぜですか。

12 イエスの時代のユダヤ人は，ほかにもどんな理由でイエスを退けましたか。パウロはこう言いました。「私たちはキリストが杭に掛けられて処刑されたことを伝えます。そのことはユダヤ人にとっては信仰を持たない理由……です」。（コリ一 1:23）イエスが杭に掛けられたことを多くのユダヤ人が問題にしたのはなぜですか。彼らの目には，そのような死に方をしたイエスが，メシアではなく犯罪者と映ったからです。（申 21:22，23）

13. イエスを退けた人たちは，どんなことを認めることができませんでしたか。

13 イエスを退けたユダヤ人は，イエスが無実で，偽りの告発をされ，不公正に扱われたということを認められませんでした。イエスの裁判を行った人たちは公正を無視していました。ユダヤ人の最高法廷は急きょ招集され，裁判は正しい手順を踏まずに進められました。（ルカ 22:54。ヨハ 18:24）裁判官たちは，公平な立場でイエスに対する訴えや証拠を検討するのではなく，「イエスを死刑にするため，イエスに不利な偽証」を自分たちで探しました。それがうまくいかないと，大祭司はイエスに質問をして，有罪となるようなことを言わせようとしました。こうしたやり方は，法廷の規定から全く外れたものでした。（マタ 26:59。マル 14:55-64）そしてイエスが復活すると，これらの悪い裁判官は，墓を警備していたローマの兵士たちに「かなりの枚数の銀」を渡し，墓が空になった理由についてうその話が広まるようにしました。（マタ 28:11-15）

14. 聖書には，メシアの死に関してどんなことが預言されていましたか。

14 聖書は何と述べているか。イエスの時代のユダヤ人は，メシアが死ななければならないとは考えていませんでしたが，聖書には次のように預言されていました。「彼[は]自分の命を捧げて死をも受け入れ，違反者たちの1人に数えられた……。彼は多くの人の罪を担い，違反者たちのために仲裁した」。（イザ 53:12）ですから，イエスが犯罪者として処刑されたからといって，ユダヤ人はイエスを退けるべきではありませんでした。

15. ある人たちがエホバの証人を退けるのは，エホバの証人がどんな扱いを受けてきたからですか。

15 現代でも同じ状況が見られるか。確かに見られます。イエスは偽りの告発をされ，有罪とされました。エホバの証人も，同じような不当な扱いを受けてきました。例えばアメリカでは，1930年代と1940年代に，神を自由に崇拝する権利を守るための裁判が幾つも行われました。私たちに対する偏見をあらわにした裁判官たちもいました。カナダのケベック州では，教会と州が手を組んで私たちの活動に反対しました。多くの伝道者が，神の王国について人に話しただけで刑務所に入れられました。ドイツでは，大勢の若い忠実な兄弟たちが，神を恐れないナチ政府によって処刑されました。そして最近では，ロシアの大勢の兄弟姉妹が，聖書について話し合ったために有罪とされ，刑務所に送られています。聖書について話し合うことが“過激主義活動”と見なされているのです。さらに，ロシア語の「新世界訳聖書」は，エホバという名前を使っていることを理由に禁書とされ，“過激主義文書”と見なされています。

16. ヨハネ第一 4章1節によると，私たちがエホバの証人についてのうそに惑わされてはいけないのはなぜですか。

16 信仰を妨げられないために何ができるか。事実を調べましょう。イエスは山上の垂訓を聞いていた人たちに対して，「悪意のあるうそをいろいろ言われる」ことになるだろう，と警告しました。（マタ 5:11）こうしたうその発信源はサタンです。サタンは反対者たちを使って，真理を愛する人たちに関する悪意のあるうそを広めています。（啓 12:9，10）私たちは敵が流すうそを退ける必要があります。そうしたうそによっておじけづいたり，信仰を弱めたりしてはなりません。（ヨハネ第一 4:1を読む。）






（4）イエスは裏切られ，見捨てられた




[image: ]

多くの人たちは，イエスがユダに裏切られたことを理由にイエスを退けた。この点はどのように現代でも信仰の妨げとなることがあるか。（17-18節を参照。）*





17. ある人たちが，イエスが死ぬ前の晩の出来事を見てイエスを退けたのはなぜですか。

17 イエスは死ぬ前の晩，12使徒の1人に裏切られました。また，別の使徒に3度否認され，使徒たち全員に見捨てられました。（マタ 26:14-16，47，56，75）それでも，イエスは驚きませんでした。そうなることを予告することさえしていました。（ヨハ 6:64; 13:21，26，38; 16:32）こうした出来事を見て，ある人たちはイエスを退けました。「あんなひどいことをする人たちの仲間になんか，なりたくない」と考えたのかもしれません。

18. イエスが死ぬ前の晩にどんな預言が実現しましたか。

18 聖書は何と述べているか。イエスが地球に来る何百年も前に，エホバは聖書の中で，メシアが銀30枚で裏切られることを予告していました。（ゼカ 11:12，13）親しい友に裏切られることも示されていました。（詩 41:9）預言者ゼカリヤは，「牧者を打ち，群れを散らせ」とも書いていました。（ゼカ 13:7）誠実な人たちは，こうしたことが起きるのを見て，イエスを退けるどころか信仰を強められたはずです。預言がイエスに実現していることが分かったからです。

19. 誠実な人たちはどんなことを理解していますか。

19 現代でも同じ状況が見られるか。見られます。現代でも，エホバの証人としてよく知られた人たちの中に，エホバに仕えるのをやめて背教者になり，ほかの人を真理から引き離そうとする人たちがわずかながらいました。そうした人たちは，メディアやインターネットを通して，エホバの証人についての否定的な情報や誤解を招くような話やあからさまなうそを広めてきました。それでも，誠実な人たちは惑わされたりしません。こうしたことが起きると聖書が予告していたことを理解しているのです。（マタ 24:24。ペテ二 2:18-22）

20. エホバに仕えるのをやめた人たちに惑わされないために，何ができますか。（テモテ第二 4:4，5）

20 信仰を妨げられないために何ができるか。信仰を強く保つために，聖書を定期的に学び，いつも祈り，エホバから託された活動を忙しく行う必要があります。（テモテ第二 4:4，5を読む。）信仰を抱いているなら，否定的な情報を聞いても動揺することはありません。（イザ 28:16）エホバへの愛，聖書への愛，兄弟姉妹への愛があれば，エホバに仕えるのをやめた人たちに惑わされることはないでしょう。

21. 現代の多くの人が私たちの伝えることを退けるとしても，私たちはどんなことを確信できますか。

21 1世紀，多くの人たちはイエスを退けましたが，イエスを信じて受け入れた人も大勢いました。その中には，ユダヤ人のサンヘドリンのメンバーが少なくとも1人含まれていました。また，「非常に大勢の祭司たち」も信じるようになりました。（使徒 6:7。マタ 27:57-60。マル 15:43）現代でも，何百万人もの人たちが，信仰を妨げられることなくイエスに従っています。それは，聖書の真理を知って愛しているからです。聖書の次の言葉の通りです。「豊かな平和はあなたの律法を愛する人たちのもの。その人たちにとって信仰を妨げるものはない」。（詩編 119:165，脚注）







どのように答えますか


	  1世紀のある人たちがイエスを退けたのはなぜですか。



	  現代の多くの人たちがイエスの弟子たちを退けるのはなぜですか。



	  信仰を妨げられないために何ができますか。









124番の歌 揺るぎない愛

^ 5節 昔の人々はイエスを退け，現代の人々はイエスの弟子たちを退けています。前の記事では，その理由を4つ取り上げました。この記事では，さらに4つの理由を考えます。また，エホバを愛する誠実な人たちにとって信仰を妨げるものはない，と言える理由についても考えます。




^ 60節 写真や挿絵: イエスが，マタイや徴税人たちと一緒に食事をしている。


^ 62節 写真や挿絵: イエスが神殿から商人たちを追い出している。


^ 64節 写真や挿絵: イエスが杭を運ばされている。


^ 66節 写真や挿絵: ユダが口づけしてイエスを裏切っている。






^ （詩 119:165） 豊かな平和はあなたの律法を愛する人たちのもの。 その人たちはどんなものにもつまずかない*。

または，「その人たちにとって信仰を妨げるものはない」。


^ 1節 （テモ二 4:3， 4） 人々が健全な*教えを聞こうとしなくなる時期が来るからです。彼らは自分たちの欲望に従って，耳をくすぐるような話*をしてもらうために教師を寄せ集めます。 4 そして，真理に耳を傾けなくなり，作り話に注意を向けます。

または，「有益な」。
または，「自分たちが聞きたい話」。


^ 3節 （ルカ 5:29-32） そしてイエスのために自分の家で盛大な宴会を設けた。大勢の徴税人その他の人たちも一緒に食事をしていた。 30 パリサイ派の人やその律法学者たちがイエスの弟子たちに向かって不満を口にし始め，「徴税人や罪人たちと食べたり飲んだりするのはどうしてか」と言った。 31 イエスは答えた。「健康な人に医者は必要ではなく，病気の人に必要なのです。 32 私は，正しい人ではなく罪人を悔い改めに導くために来ました」。



^ 4節 （イザ 53:3） 彼は軽んじられ，人々に避けられた。 苦痛を味わうことになって*おり，病気をよく知っていた。 顔が私たちから隠されているかのようだった*。 彼は軽んじられ，私たちは彼を無視した。

または，「理解して」。
もしかすると，「人々が顔を背けるような者だった」。


^ 5節 （コリ一 1:26-29） 兄弟たち，招かれた皆さん自身を見れば分かります。人から見て賢い人，力のある人，高貴な生まれ*の人は多くありません。 27 神は，世の中の愚かなものを選んで，賢い人が恥をかくようにし，世の中の弱いものを選んで，強いものが恥をかくようにしました。 28 神はまた，世の中の取るに足りないものや見下されているもの，つまり価値がないと見なされているものを選んで，価値があると見なされているものが無価値になるようにしました。 29 誰も神の前で誇ることがないようにするためです。

または，「立派な家柄」。


^ （マタ 11:25， 26） その時，イエスは言った。「天地の主である父よ，あなたを大いに賛美します。あなたはこのようなことを賢い知識人たちから隠し，幼い子供たちに啓示されたからです。 26 そうです，父よ，これは，あなたのお考えに沿ったことです。



^ 6節 （マタ 11:25， 26） その時，イエスは言った。「天地の主である父よ，あなたを大いに賛美します。あなたはこのようなことを賢い知識人たちから隠し，幼い子供たちに啓示されたからです。 26 そうです，父よ，これは，あなたのお考えに沿ったことです。



^ 6節 （詩 138:6） エホバは高い所にいるが，謙遜な人に目を留める。 しかし傲慢な人のことは，遠くから知っているにすぎない。



^ 7節 （マタ 15:12-14） その時，弟子たちが来て言った。「パリサイ派の人たちがあなたの言ったことを聞いて反感を抱いたのを知っていますか」。 13 イエスは答えた。「天の父が植えたのでない植物は全て引き抜かれます。 14 放っておきなさい。あの人たちは目が見えない案内人です。目の見えない人が目の見えない人を案内すれば，2人とも穴*に落ちます」。

または，「溝」。


^ 8節 （マタ 7:13， 14） 狭い門を通って入りなさい。滅びに至る門は広くてその道は広々としており，それを通って入っていく人は多いからです。 14 一方，命に至る門は狭くてその道は狭められており，それを見つける人は少ないのです。



^ 8節 （マタ 7:15-20） 羊のふりをしてやって来る偽預言者たちに警戒していなさい。その人たちは実際には，むさぼり食うオオカミです。 16 その人たちは実によって見分けられます。いばらからブドウを，アザミからイチジクを集めることなどあるでしょうか。 17 同じように，良い木は皆，立派な実をならせ，腐った木は皆，悪い実をならせます。 18 良い木が悪い実をならせることはできず，腐った木が立派な実をならせることもできません。 19 立派な実をならせていない木は皆，切り倒されて火に投げ込まれます。 20 このように，その人たちは実によって見分けられるのです。



^ 9節 （詩 69:9） あなたの家に対する熱い思いを抑え切れなかった。 あなたを非難する人たちの非難が私に降り掛かった。



^ 9節 （ヨハ 2:14-17） そして神殿で，牛や羊やハトを売る人たちと，座っている両替人たちを目にした。 15 それで，縄でむちを作ると，羊や牛と一緒にその人たちを皆神殿から追い出し，両替屋の硬貨をまき散らし，彼らの台を倒した。 16 そして，ハトを売る人たちに言った。「これらの物を運び出しなさい！ 私の父の家を商売の家にするのはやめなさい！」 17 弟子たちは，「私はあなたの家に対する熱い思いを抑え切れない」と書いてあるのを思い出した。



^ 9節 （ヨハ 11:11） イエスはこれらのことを述べた後，さらにこう言った。「友のラザロは眠っていますが，私は起こしに行きます」。



^ 9節 （ヨハ 11:43， 44） イエスはそう言い終えると，大声で叫んだ。「ラザロ，出てきなさい！」 44 すると，死んでいたラザロが，手足に布を巻かれたまま出てきた。顔にも布が巻かれていた。イエスは言った。「ほどいて，歩けるようにしてあげなさい」。



^ 9節 （使徒 23:8） サドカイ派は，復活も天使も目に見えない創造物もないと言うのに対し，パリサイ派は，それら全てを受け入れて*いるからである。

または，「広めて」。


^ 9節 （マタ 11:28） 疲れていて*，荷を負い切れない人は皆，私の所に来てください。そうすれば，爽やかにしてあげましょう。

もしかすると，「労苦し」，「悪戦苦闘し」。


^ （ヨハ 8:45-47） しかし，私は真理を告げるので，あなた方は私を信じません。 46 あなた方のうちの誰が，私に罪があると証明できるのですか。私が真実を話しているなら，あなた方が私を信じないのはどうしてですか。 47 神の所から来た人は神の言うことを聞きます。あなた方は聞きません。神の所から来ていないからです」。



^ 11節 （ヨハ 8:45-47） しかし，私は真理を告げるので，あなた方は私を信じません。 46 あなた方のうちの誰が，私に罪があると証明できるのですか。私が真実を話しているなら，あなた方が私を信じないのはどうしてですか。 47 神の所から来た人は神の言うことを聞きます。あなた方は聞きません。神の所から来ていないからです」。



^ 11節 （ヨハ 8:44） あなた方は，あなた方の父，悪魔から出ていて，自分たちの父が欲することを行おうとしています。その者はその始まりから人殺しで，真理から離れました。真理を好まないからです。彼にとって，うそを語るのは自然なことです。うそつきで，うその根源*だからです。

直訳，「父」。


^ 11節 （ロマ 12:9） 皆さんの愛に偽善があってはなりません。悪いことは憎悪し，善いことにはしっかりと付きましょう。



^ 11節 （ヘブ 1:9） あなたは正しいことを愛し，不法を憎んだ。それで，あなたの神はあなたを任命し，あなたの仲間を喜ばせる以上にあなたを喜ばせた*」。

または，「神は歓喜の油をあなたの仲間よりもあなたに多く注いだ」。用語集の「油を注ぐ」参照。


^ 12節 （コリ一 1:23） ですが，私たちはキリストが杭に掛けられて処刑されたことを伝えます。そのことはユダヤ人にとっては信仰を持たない理由であり，異国の人々にとっては愚かなことです。



^ 12節 （申 21:22， 23） ある人が死刑に当たる罪を犯して処刑され，あなたがその人を杭に掛けた場合， 23 死体を夜通し杭に掛けたままにすべきではありません。必ずその日のうちに葬るべきです。杭に掛けられる人は神にとって忌まわしいもの*だからです。あなたの神エホバが授けてくださる土地を汚してはなりません。

または，「神の前で災いを被っている者」。


^ 13節 （ルカ 22:54） その人たちはイエスを捕らえて引いていき，大祭司の家の中に連れていった。一方ペテロは，離れて付いていった。



^ 13節 （ヨハ 18:24） それからアンナスは，イエスを縛ったまま大祭司カヤファのもとに送った。



^ 13節 （マタ 26:59） 一方，祭司長たちとサンヘドリン全体は，イエスを死刑にするため，イエスに不利な偽証を探していた。



^ 13節 （マル 14:55-64） 一方，祭司長たちとサンヘドリン全体は，イエスを死刑にするため，イエスに不利な証言を探していたが，見つけられなかった。 56 大勢の人がイエスに不利な偽証をしていたが，その証言は一致していなかったのである。 57 また，ある人たちが立ち上がり，イエスに不利な偽証をしてこう言った。 58 「この者が，『人手によるこの神殿を壊し，人手によらない別のものを3日で建てる』と言うのを聞きました」。 59 しかし，こうした点でも証言は一致していなかった。 60 そこで，大祭司が真ん中に立ち，イエスにこう質問した。「何も答えないのか。この人たちがあなたに不利な証言をしているが，どうなのか」。 61 しかしイエスは黙ったままで，全く答えなかった。大祭司が再び質問を始め，「あなたは褒めたたえるべき方の子キリストか」と言った。 62 するとイエスは言った。「その通りです。あなた方は，人の子が強力な方の右に座り，また天の雲と共に来るのを見ます」。 63 大祭司は衣服を引き裂いて，言った。「これ以上，証人が必要でしょうか。 64 皆さんは冒瀆の言葉を聞きました。どうしますか*」。皆，イエスを死に値する者と断罪した。

または，「どう考えますか」，「どう思いますか」。


^ 13節 （マタ 28:11-15） 女性たちが向かっている間に，警備隊の何人かが町に入り，起きたこと全てを祭司長たちに報告した。 12 祭司長たちは，長老たちと集まって協議した後，かなりの枚数の銀を兵士たちに与えて， 13 こう言った。「『夜中に彼の弟子たちが来て，私たちが眠っている間に死体を盗んだ』と言え。 14 もしこれが総督の耳に入ったら，私たちが説明する*から，心配しなくてよい」。 15 兵士たちは銀を受け取り，指示された通りにした。それで，この話が今日までユダヤ人の間に広まっている。

または，「説得する」。


^ 14節 （イザ 53:12） それで，私は彼に多くの人たちと同様に分け前を与え， 彼は力がある者たちと戦利品を分け合う。 彼が自分の命を捧げて*死をも受け入れ， 違反者たちの1人に数えられたからである。 彼は多くの人の罪を担い， 違反者たちのために仲裁した。

直訳，「注ぎ出して」。


^ （ヨハ一 4:1） 愛する皆さん，預言*を何でも信じるのではなく，神からのものかどうかを見極めてください。多くの偽預言者が世の中に現れているからです。

ギリシャ語，プネウマ。用語集の「プネウマ」参照。


^ 16節 （マタ 5:11） 私のために非難*され，迫害され，悪意のあるうそをいろいろ言われるとき，あなたたちは幸福です。

または，「侮辱」。


^ 16節 （啓 12:9， 10） こうして，大きな竜は投げ落とされた。あの初めの蛇で，悪魔サタンと呼ばれ，全世界を惑わしている者である。彼は地に投げ落とされ，邪悪な天使たちも共に投げ落とされた。 10 私は大きな声が天でこう言うのを聞いた。 「今や，私たちの神の救いと力と王国，またその方のキリストの権威が実現しました！ 私たちの兄弟たちを神の前で昼も夜も訴える者が投げ落とされたからです。



^ 16節 （ヨハ一 4:1） 愛する皆さん，預言*を何でも信じるのではなく，神からのものかどうかを見極めてください。多くの偽預言者が世の中に現れているからです。

ギリシャ語，プネウマ。用語集の「プネウマ」参照。


^ 17節 （マタ 26:14-16） その時，12人の1人でユダ･イスカリオテという人が，祭司長たちの所に行き， 15 こう言った。「イエスを裏切って渡したら，何をくれますか」。祭司長たちは銀30枚を与えることにした。 16 それ以降，ユダは裏切る良い機会をうかがい続けた。



^ 17節 （マタ 26:47） イエスがまだ話しているうちに，12人の1人であるユダが来た。祭司長と民の長老たちに遣わされた大勢の人も，剣やこん棒を持って一緒に来た。



^ 17節 （マタ 26:56） しかし，この全ては，預言者たちの記したこと*が実現するために起きたのです」。その時，弟子たちは皆イエスを見捨てて逃げていった。

または，「聖句」。


^ 17節 （マタ 26:75） ペテロは，「おんどりが鳴く前に，あなたは3度，私を知らないと言います」とイエスから言われたことを思い出した。そして，外に出て激しく泣いた。



^ 17節 （ヨハ 6:64） しかし，あなたたちの中には信じない人もいます」。イエスは初めから，信じない人たちと自分を裏切る人を知っていたのである。



^ 17節 （ヨハ 13:21） イエスはこれらのことを言ってから，ひどく苦悩し，「はっきり言っておきますが，あなたたちの1人が私を裏切ります」と断言した。



^ 17節 （ヨハ 13:26） イエスは答えた。「私がパン切れを鉢に浸して与えるのがその人です」。そしてパンを浸してから，シモン･イスカリオテの子ユダに与えた。



^ 17節 （ヨハ 13:38） イエスは答えた。「私のために命をなげうつというのですか。はっきり言っておきますが，おんどりが鳴くまでの間に，あなたは3度，私を知らないと言います」。



^ 17節 （ヨハ 16:32） あなたたちが散らされてそれぞれ自分の家に帰り，私を独りにする時が来ます。いえ，もう来ています。とはいえ，私は独りではありません。父が一緒にいてくださるからです。



^ 18節 （ゼカ 11:12， 13） 私は，「良いと思われるなら，報酬を下さい。良いと思われなければ，結構です」と彼らに言った。すると彼らは，報酬として銀30枚を私に支払った。 13 エホバは私に言った。「それを宝物庫に投げ入れなさい。彼らが私を査定したその大層な額を」。それで私は銀30枚を取って，エホバの家の宝物庫に投げ入れた。



^ 18節 （詩 41:9） 私が信頼していた親しい友， 一緒にパンを食べていた人が私に敵対するようになった*。

直訳，「向かってかかとを上げた」。


^ 18節 （ゼカ 13:7） 大軍を率いるエホバは宣言する。 「剣よ，目を覚まして私の牧者に立ち向かえ。 私の仲間に立ち向かえ。 牧者を打ち，群れ*を散らせ。 私は，取るに足りない者たちに手を向ける」。

または，「羊たち」。


^ 19節 （マタ 24:24） 偽キリストや偽預言者が現れ，できれば選ばれた者たちをさえ惑わそうとして，大きな奇跡*や不思議なことを行うからです。

直訳，「しるし」。


^ 19節 （ペテ二 2:18-22） 彼らは偉そうに中身のないことを語ります。誤った生き方をする人々からようやく逃れた人たちを誘惑しようと，罪深い欲望に訴えたり，恥知らずな行い*をしたりします。 19 自由になれると約束しながら，自分自身が腐敗の奴隷になっています。誰かに打ち負かされる人は，その人の奴隷になる*からです。 20 救い主である主イエス･キリストについて正確に知って世の汚れから逃れた後，再びその汚れに関わって打ち負かされるなら，結局は最初より悪い状態になるのです。 21 彼らにとっては，正しい道を知った後，学んだ聖なるおきてから離れていくよりは，その道を正確に知らないでいた方がよかったでしょう。 22 真実の格言の通りのことが彼らに生じています。「犬は自分が吐いた物を食べに戻り，豚は洗われてもまた泥の中で転げ回る」。

ギリシャ語アセルゲイアの複数形。用語集参照。
または，「何かに打ち負かされる人は，それの奴隷になる」。


^ （テモ二 4:4， 5） そして，真理に耳を傾けなくなり，作り話に注意を向けます。 5 しかしあなたは，どんな場合にも頭がさえた状態*を保ち，苦しみに耐え，福音伝道者として働き*，自分の奉仕を十分に行いなさい。

または，「鋭敏な感覚」，「冷静さ」。
または，「良い知らせを伝え続け」。


^ 20節 （テモ二 4:4， 5） そして，真理に耳を傾けなくなり，作り話に注意を向けます。 5 しかしあなたは，どんな場合にも頭がさえた状態*を保ち，苦しみに耐え，福音伝道者として働き*，自分の奉仕を十分に行いなさい。

または，「鋭敏な感覚」，「冷静さ」。
または，「良い知らせを伝え続け」。


^ 20節 （イザ 28:16） そのため，主権者である主エホバはこう言う。 「私はシオンに，試された石を土台として据える。 強固な土台の貴重な隅石である。 信仰を抱く人は動揺することがない。



^ 21節 （使徒 6:7） その結果，神の言葉は広まっていき，弟子の数はエルサレムで大幅に増加していった。そして非常に大勢の祭司たちが信じるようになった。



^ 21節 （マタ 27:57-60） さて，午後遅くなって，アリマタヤの裕福な男性がやって来た。ヨセフという名前で，この男性もイエスの弟子となっていた。 58 この男性はピラトのもとに行き，イエスの体を頂きたいと願い出た。そこでピラトはそれを渡すように命令した。 59 ヨセフは遺体を受け取り，きれいな上等の亜麻布に包み， 60 岩をくりぬいた自分の新しい墓に葬った。そして，墓の入り口に大きな石を転がしてから去っていった。



^ 21節 （マル 15:43） ユダヤ人の最高法廷の評判の良い一員であるアリマタヤのヨセフがやって来て，勇気を出してピラトの前に行き，イエスの体を頂きたいと願い出た。自らも神の王国を待つ人であった。



^ 21節 （詩 119:165） 豊かな平和はあなたの律法を愛する人たちのもの。 その人たちはどんなものにもつまずかない*。

または，「その人たちにとって信仰を妨げるものはない」。







研究記事20

宣教に対して積極的な見方を保ちましょう


「種をまき，……手を休めてはならない」。伝道の書 11:6

70番の歌 ふさわしい人を探そう

何を学ぶか*



[image: 初期のクリスチャンが，戸口で会う人や通りで商売を行っている人に，熱心に伝道している。]

イエスが天に上った後，イエスの弟子たちがエルサレムや他の場所で熱心に伝道している。（1節を参照。）








 1. イエスは弟子たちのためにどんな手本を残しましたか。それは弟子たちにどんな影響を与えましたか。（表紙の絵を参照。）

イエスは，地上で宣教を行っていた間，ずっと積極的な見方を保ちました。そして，弟子たちにも同じ見方を保ってほしいと思っていました。（ヨハ 4:35，36）弟子たちは，イエスが一緒にいた間は熱心に伝道を行っていました。（ルカ 10:1，5-11，17）しかし，イエスが逮捕されて殺されると，伝道する意欲を一時的に失ってしまいました。（ヨハ 16:32）イエスは復活後，伝道を一生懸命行うよう弟子たちを励ましました。それで，イエスが天に昇った後，弟子たちは非常に熱心に伝道を行いました。敵たちが次のように言ったほどです。「あなたたちはエルサレム中で教えを広め……ている」。（使徒 5:28）

 2. エホバは宣教活動をどのように祝福してきましたか。

2 1世紀のクリスチャンの宣教活動はイエスの指導の下に行われ，エホバに祝福されました。その結果，人数が増加しました。例えば，西暦33年のペンテコステの日には，約3000人がバプテスマを受けました。（使徒 2:41）そして弟子の数はその後も劇的に増えていきました。（使徒 6:7）しかしイエスは，終わりの時代には一層多くの人が良い知らせを受け入れることを予告しました。（ヨハ 14:12。使徒 1:8）

3-4. ある人たちが宣教活動に難しさを感じているのはなぜですか。この記事ではどんなことを考えますか。

3 私たちは皆，宣教に対して積極的な見方を保つよう努力しています。そうするのが簡単な地域もあります。聖書を学びたいと思っている人が非常に多いからです。中には，聖書を教えてもらうために順番待ちをしなければならない人もいます。一方，別の地域では，宣教活動に難しさを感じている伝道者もいます。人々が家にほとんどいなかったり，家にいても聖書に関心を示さなかったりするからです。

4 こうした地域で伝道しているなら，この記事の提案が役に立つでしょう。まず，伝道でもっと多くの人に会うために兄弟姉妹がどんなことを行っているかを取り上げます。そして，人々が聞いてくれるかどうかに関わりなく，積極的な見方を保てるのはなぜかについても考えます。






人になかなか会えない場合


 5. 多くのエホバの証人はどんな状況に直面していますか。

5 多くのエホバの証人が，家を訪問しても人に会うのはますます難しくなっている，と感じています。例えば，ハイセキュリティーのマンションや住宅地が多い地域があります。そうした所では，門や入り口に管理人や警備員がいて，住んでいる人の許可がなければ中に入ることができません。また，別の地域では，家を自由に訪問することはできますが，ほとんどの家が留守です。人があまり住んでいない田舎の地域もあります。そういう所では，1軒の家を訪問するために長い距離を移動しても，行ってみたら留守だった，ということもあります。このように，なかなか人に会えないとしても，諦めるべきではありません。どうすれば，こうした問題を乗り越えて，もっと多くの人と話すことができるでしょうか。

 6. 宣教活動は漁とどのように似ていますか。

6 イエスは，宣教活動を魚を取ることに例えました。（マル 1:17）漁師は，魚が取れない日が続いても諦めたりしません。状況に合わせて，時間や場所や漁の仕方を変えます。私たちも宣教を行う時，同じようにすることができます。どんなことができるか，具体的に考えてみましょう。



[image: ]

留守がとても多い区域で伝道する場合は，人々に伝えるために時間や場所や方法を変えてみる。（7-10節を参照。）*





 7. 訪問する時間を変えてみるとよいのはなぜですか。

7 訪問する時間を変えてみる。人々が家にいそうな時間帯に訪問するなら，もっと多くの人に会えるでしょう。留守であるということは，誰かがいつかは帰ってくる，ということです。多くの兄弟姉妹は，午後や夕方に伝道しています。その時間帯の方がもっと多くの人に会えるからです。家の人もリラックスしているので，良い会話ができるかもしれません。また，長老のデービッド兄弟の取り組みもヒントになるかもしれません。兄弟は，ある区域を1，2時間奉仕した後，一緒に伝道している人と，その区域の留守宅をもう一度訪問しています。こう言っています。「もう一度訪問すると，かなりの人に会えるので驚いています」。*





[image: 1組の夫婦が伝道している。1軒目の家の人は仕事に出掛けていて留守だった。夫婦は，同じ日の夜にもう一度訪問して，会えた。]

留守がとても多い区域で伝道する場合は，人々に伝えるために時間を変えてみる。（7-8節を参照。）





 8. 伝道の書 11章6節からすると，私たちは宣教に対してどんな見方をするべきですか。

8 ですから，諦めてはいけません。主題聖句には，私たちが持つべき見方が示されています。（伝道の書 11:6を読む。）先ほどのデービッド兄弟も諦めませんでした。兄弟は，何度訪問しても留守だった家でようやく1人の男性に会えました。その男性は，聖書について話し合うことに関心を示し，こう言いました。「ここに住んで8年になりますが，訪問してきたエホバの証人とこうして話すのは初めてです」。デービッド兄弟はこう言います。「留守でなかなか会えなかった人に会えると，私たちの話を聞いてくれることがよくあります」。





[image: 2軒目の家の人は病院に出掛けていて留守だった。後に，病院の近くで公共エリア伝道を行っている時に話すことができた。]

留守がとても多い区域で伝道する場合は，人々に伝えるために場所を変えてみる。（9節を参照。）





 9. 家を訪問してもなかなか会えない人に会うために，兄弟姉妹はどんなことをしていますか。

9 場所を変えてみる。家を訪問してもなかなか会えない人に会うために，場所を変えて伝道している人たちもいます。例えば，1軒ずつ訪問できない集合住宅に住んでいる人に会う上で，街路伝道や文書カートを使った伝道が効果的であることが分かっています。直接会って話すことができるからです。また，多くの伝道者の観察によると，人々は公園や市場やビジネス街にいる時の方が，気軽に会話をしたり，出版物を受け取ったりするようです。ボリビアで巡回監督をしているフローラン兄弟はこう言います。「午後1時から3時の間に，市場や商店街に行くようにしています。その時間帯であれば，店の人もあまり忙しくしていないからです。たいてい良い話し合いができ，聖書研究が始まることもあります」。





[image: 3軒目の家の人は買い物に出掛けていて留守だった。後に，電話で伝えることができた。]

留守がとても多い区域で伝道する場合は，人々に伝えるために方法を変えてみる。（10節を参照。）





10. ほかにもどんな方法で良い知らせを伝えることができますか。

10 方法を変えてみる。何度訪問しても留守で，いろいろな時間に行っても会えない場合は，どんなことができるでしょうか。カタリーナ姉妹はこう言います。「どうしても会えない人には手紙を書き，実際に会えたら話したかったことを伝えるようにしています」。何が学べますか。宣教を行う時には，区域の全ての人にメッセージを伝えるためにいろいろな方法を試してみるべきだ，ということです。






人々が関心を示さない場合


11. 私たちが伝えるメッセージに関心を示さない人がいるのはなぜですか。

11 ある人たちは私たちが伝えるメッセージに関心を示しません。神や聖書について知る必要はないと思っている人や，世の中にあまりにも苦しみが多いので，神を信じられないという人がいます。宗教指導者が聖書に従っていると言いながら，多くの悪いことを行っているので，聖書を退ける人もいます。また，仕事や家族や自分の問題のことで頭がいっぱいになり，聖書が役立つということについて考える余裕がない人もいます。私たちが伝えるメッセージの価値を人々が認めない場合，どのように喜びを保てるでしょうか。

12. 宣教を行う時，フィリピ 2章4節の言葉をどのように当てはめることができますか。

12 気遣いを示す。初めは関心がなくても，伝道者の心からの気遣いを感じて良い知らせに耳を傾けるようになった人は大勢います。（フィリピ 2:4を読む。）前に出てきたデービッド兄弟はこう言っています。「関心がありません，と言われた時は，聖書や出版物をしまって，『もしよかったら理由を教えていただけませんか』と尋ねます」。気遣いは人に伝わるものです。家の人は，私たちが伝えた内容ははっきり覚えていなくても，その時の印象は覚えていることでしょう。ですから，話を聞いてもらえないとしても，相手を気遣っていることを態度や表情で示すことはできます。

13. どうすれば，伝える内容を家の人の必要に合わせることができますか。

13 伝える内容を家の人の必要や関心に合わせることによっても気遣いを示せます。例えば，子供がいることが分かったらどうでしょうか。子供がいる人は，子育てや家族生活に役立つ聖書のアドバイスに関心があるかもしれません。ドアに幾つも鍵が付いている場合はどうですか。世界に見られる犯罪や不安がなくなることについて話すことができるでしょう。そうすれば，家の人は喜ぶかもしれません。いずれにしても，聖書のアドバイスが役に立つということを相手が理解できるように助けてください。先ほどのカタリーナ姉妹はこう言っています。「聖書の真理が自分にとってどれほど役立ってきたかをよく考えるようにしています」。そうすることで，姉妹は確信を持って語ることができ，その確信は人々に伝わっています。

14. 格言 27章17節からすると，一緒に伝道する人とどのように助け合うことができますか。

14 兄弟姉妹に助けてもらう。1世紀，パウロはテモテに，伝道して教える方法を伝え，その方法を使って仲間を助けるよう励ましました。（コリ一 4:17）私たちもテモテのように，会衆の経験ある兄弟姉妹から学ぶことができます。（格言 27:17を読む。）ショーン兄弟の手本を考えてみましょう。兄弟は，ほとんどの人たちが自分の宗教に満足している田舎の地域で開拓奉仕をしていたことがありました。どのようにして喜びを保ったのでしょうか。こう述べています。「できるだけ誰かと一緒に奉仕するようにしました。次の家に行くまでの時間を使って，教える技術を磨き合いました。例えば，家の人とのやりとりを振り返り，また同じような人に会ったらどのように答えられるかを話し合いました」。

15. 宣教を行う上で祈りが欠かせないのはなぜですか。

15 助けを求めてエホバに祈る。宣教に参加する時は，毎回，導きを求めてエホバに祈りましょう。強力な聖なる力の助けがなければ，私たちは何も成し遂げることができません。（詩 127:1。ルカ 11:13）エホバに助けを求める時には具体的に祈りましょう。例えば，正しい態度を持っていて，喜んで話を聞いてくれる人に会えるようにしてください，と祈ることができます。そのように祈ったなら，会う人全てに伝道するよう努力しましょう。

16. 宣教を行う上で個人研究が重要なのはなぜですか。

16 時間を取って個人研究を行う。聖書には，「神の善い意志，喜ばしい完全な意志を見極める」ように，とあります。（ロマ 12:2）神について知れば知るほど，宣教でいっそう確信を込めて語れるようになります。前に出てきたカタリーナ姉妹はこう言います。「少し前のことですが，聖書の基本的な教えに関する自分の信仰を強める必要があることに気付きました。それで，創造者がいること，聖書が本当に神の言葉であること，現代にも神が用いている組織があることについて証拠を詳しく調べました」。姉妹は個人研究を行うことによって信仰が強まり，宣教の喜びも大きくなりました。






宣教に対して積極的な見方を保つべきなのはなぜか


17. イエスが宣教に対して積極的な見方を保てたのはなぜですか。

17 イエスは，自分の伝えるメッセージに関心を示さない人がいても，積極的な見方を保ち，伝道を続けました。どうしてそうできたのでしょうか。人々がどれほど真理を必要としているかを知っていたからです。それで，王国について知ることができるよう，できるだけ多くの人を助けたいと思ったのです。またイエスは，初めは関心がなくてもやがて聞くようになる人がいることも知っていました。イエスの家族の場合もそうでした。イエスが宣教を行った3年半の間，イエスの弟たちは誰一人，弟子になりませんでした。（ヨハ 7:5）しかし，イエスの復活後にクリスチャンになりました。（使徒 1:14）

18. 私たちが伝道を続けるのはなぜですか。

18 誰がやがてエホバに仕えるようになるかは，私たちには分かりません。真理を学ぶようになるまでにどれほど時間がかかるかは，人それぞれです。私たちが伝えるメッセージに耳を傾けない人も，私たちが立派な行動をし，積極的な態度を示しているのを見て，やがて「神をたたえる」ようになるかもしれません。（ペテ一 2:12）

19. コリント第一 3章6，7節から，宣教についてどんなことを学べますか。

19 私たちは植えて水を注ぎますが，成長させるのは神だということを忘れないようにしましょう。（コリント第一 3:6，7を読む。）エチオピアで奉仕しているゲタフン兄弟はこう言います。「20年以上にわたって，私が住んでいる地域でエホバの証人は私しかいませんでした。しかし，今では14人の伝道者がいます。そのうち13人がバプテスマを受けていて，その中には私の妻と3人の子供たちもいます。集会には平均すると32人が出席しています」。ゲタフン兄弟は，エホバが誠実な人たちを引き寄せてくれることを信じて伝道を続けて，本当に良かった，と思っています。（ヨハ 6:44）

20. どんな意味で私たちは救助隊に似ていますか。

20 エホバは全ての人を貴重なものと見ています。そして私たちに素晴らしい奉仕の機会を与えてくださっています。この体制が終わる前に，あらゆる国の人々を集めるためにイエスと共に働くという機会です。（ハガ 2:7）宣教活動は人命救助に例えることができます。私たちは，沈んでいく船に乗っている人たちを助ける救助隊のようです。助かる人はわずかかもしれませんが，救助隊の一人一人が大切な役割を果たしています。宣教活動についても同じことが言えます。サタンの体制からどれほどの人が救出されるかは分かりません。しかし，エホバはそうした人たちを助けるために私たちを用いることができます。ボリビアに住むアンドレアス兄弟はこう言います。「1人の人が聖書の真理を学んでバプテスマを受けるのは，みんなの努力の結果なんです」。私たちも宣教に対して同じような積極的な見方を保ちましょう。そうすれば，エホバは私たちを祝福してくださり，宣教から大きな喜びを味わうことができるでしょう。







どのように答えますか


	  人になかなか会えない場合，何ができますか。



	  初めは聖書の真理に関心を示さない人を助けるために何ができますか。



	  宣教に対して積極的な見方を保つべきなのはなぜですか。









66番の歌 良い知らせを伝える

^ 5節 宣教の際に，多くの人が家にいなかったり関心を示さなかったりしても，積極的な見方を保つにはどうしたらよいでしょうか。この記事では，役立つ提案が取り上げられます。


^ 7節 この記事の提案に沿って宣教を行う場合も，関係するデータ保護法に従う必要があります。




^ 60節 写真や挿絵（上から下へ）: 1組の夫婦が留守の多い区域で伝道している。1軒目の人は仕事，2軒目の人は病院，3軒目の人は買い物に出掛けている。夫婦は，同じ日の夜にもう一度訪問して1軒目の人に会えている。2軒目の人には，病院の近くで公共エリア伝道を行っている時に話すことができている。3軒目の人には電話で伝えている。






^ （伝 11:6） 朝に種をまき，夕方になるまで手を休めてはならない。あなたは，どの種が育つか，これかそれか，あるいは両方なのかを知らないからだ。



^ 1節 （ヨハ 4:35， 36） あなたたちは，収穫までまだ4カ月あると言っていませんか。しかし，目を上げて畑を見なさい。もう色づいて収穫できます。すでに， 36 刈り取る人は報酬を受け取って，永遠の命に至る実を集めています。こうして，まく人と刈り取る人は共に喜びます。



^ 1節 （ルカ 10:1） これらのことの後，主イエスはほかの70人を指名し，行こうとしている全ての町と場所へ，先に2人ずつ遣わした。



^ 1節 （ルカ 10:5-11） どこでも家に入ったなら，まず，『この家に平和がありますように』と言いなさい。 6 平和を望む人がそこにいるなら，あなたたちが願う平和はその人のもとにとどまります。しかし，いないなら，それはあなたたちに戻ってきます。 7 その家に滞在し，提供される物を食べたり飲んだりしなさい。働く人は報酬を受けるに値します。家から家へと移っていってはなりません。 8 また，どこでも町に入って人々が迎えてくれる所では，出される物を食べ， 9 そこにいる病気の人たちを治し，『神の王国はあなた方の近くに来ました』と告げなさい。 10 しかし，どこでも町に入って人々が迎えてくれない所では，そこの大通りに出て，こう言いなさい。 11 『この町で足に付いた土さえも，あなた方に向かって払い落とします。それでも，神の王国が近くに来たことを知っておきなさい』。



^ 1節 （ルカ 10:17） 70人が喜びながら帰ってきて，言った。「主よ，あなたの名を使うと，邪悪な天使も服従するのです」。



^ 1節 （ヨハ 16:32） あなたたちが散らされてそれぞれ自分の家に帰り，私を独りにする時が来ます。いえ，もう来ています。とはいえ，私は独りではありません。父が一緒にいてくださるからです。



^ 1節 （使徒 5:28） 言った。「もうあの名によって教えてはならないときっぱり命じたのに，あなたたちはエルサレム中で教えを広め，あの男が死んだ責任を私たちに負わせようとしている」。



^ 2節 （使徒 2:41） それで，ペテロの言葉を喜んで受け入れた人はバプテスマを受け，その日に約3000人が加わった。



^ 2節 （使徒 6:7） その結果，神の言葉は広まっていき，弟子の数はエルサレムで大幅に増加していった。そして非常に大勢の祭司たちが信じるようになった。



^ 2節 （ヨハ 14:12） はっきり言っておきますが，私に信仰を抱く人も，私がしていることを行います。しかも，もっと大きなことを行います。私が父のもとに行くからです。



^ 2節 （使徒 1:8） しかし，聖なる力があなたたちに働く時，あなたたちは力を受け，エルサレムで，ユダヤとサマリアの全土で，また地上の最も遠い所*にまで，私の証人となります」。

または，「地の果て」。


^ 6節 （マル 1:17） イエスは言った。「私に付いてきなさい。魚ではなく人を集める漁師にしてあげましょう」。



^ （伝 11:6） 朝に種をまき，夕方になるまで手を休めてはならない。あなたは，どの種が育つか，これかそれか，あるいは両方なのかを知らないからだ。



^ 8節 （伝 11:6） 朝に種をまき，夕方になるまで手を休めてはならない。あなたは，どの種が育つか，これかそれか，あるいは両方なのかを知らないからだ。



^ （フィリ 2:4） 自分のことばかり考えずに，他の人のことにも気を配りましょう。



^ 12節 （フィリ 2:4） 自分のことばかり考えずに，他の人のことにも気を配りましょう。



^ （格 27:17） 鉄が鉄を研ぐように， 人は友を研ぐ。



^ 14節 （コリ一 4:17） そのために，私が愛する*テモテをそちらへ遣わします。テモテは主に忠実に仕えており，キリスト･イエスに従う私のやり方*を皆さんに思い出させるでしょう。私が各地の全ての会衆で教えているやり方です。

直訳，「愛する子」。
または，「生き方」。


^ 14節 （格 27:17） 鉄が鉄を研ぐように， 人は友を研ぐ。



^ 15節 （詩 127:1） エホバが家を建てるのでなければ， 建てる人の労働は無駄である。 エホバが町を守るのでなければ， 見張りの番は無駄である。



^ 15節 （ルカ 11:13） それで，あなたたちが罪深い人間でありながら，子供に良い贈り物を与えることを心得ているのであれば，まして天の父は，ご自分に求めている人に聖なる力を与えてくださるのです」。



^ 16節 （ロマ 12:2） そして，今の体制*によって形作られるのをやめてください。かえって，考え方を新しくすることによって自分を変化させましょう。それは，神の善い意志，喜ばしい完全な意志を見極めるためです。

または，「時代」。用語集参照。


^ 17節 （ヨハ 7:5） イエスの弟たちはイエスに信仰を抱いていなかった。



^ 17節 （使徒 1:14） 皆，思いを一つにしてひたすら祈り続けた。何人かの女性，イエスの母親マリア，イエスの弟たちも一緒だった。



^ 18節 （ペテ一 2:12） 世の人々の中でいつも立派に行動してください。そうすれば人々は，皆さんのことを悪人だと非難していても，皆さんの立派な行動を見て，検分の日に神をたたえるようになるでしょう。



^ （コリ一 3:6， 7） 私は植え，アポロは水を注ぎました。しかし，成長させたのは神です。 7 ですから，大切なのは，植える者でも水を注ぐ者でもなく，成長させる神なのです。



^ 19節 （コリ一 3:6， 7） 私は植え，アポロは水を注ぎました。しかし，成長させたのは神です。 7 ですから，大切なのは，植える者でも水を注ぐ者でもなく，成長させる神なのです。



^ 19節 （ヨハ 6:44） 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。



^ 20節 （ハガ 2:7） 『また，私はあらゆる国を揺り動かす。あらゆる国の貴重な*ものが入ってくる。私はこの家を栄光で満たす』と，大軍を率いるエホバは言う。

または，「好ましい」。







研究記事21

エホバは力を与えてくださる


「私が弱い時，私には力がある」。コリント第二 12:10

73番の歌 私たちに大胆さを与えてください

何を学ぶか*




1-2. 多くのエホバの証人は，どんな問題に直面していますか。

使徒パウロはテモテに，自分の奉仕を十分に行うよう励ましました。この言葉は，クリスチャン全てにも当てはまります。（テモ二 4:5）私たちは皆，パウロのアドバイスを真剣に受け止めています。でも，問題にぶつかることがあります。多くの兄弟姉妹にとって，伝道を行うには大きな勇気が必要です。（テモ二 4:2）私たちの活動が制限されたり禁止されたりしている地域に住んでいる兄弟たちのことを考えてみてください。そうした兄弟たちは，捕まる危険を冒して伝道を行っているのです。

2 エホバに仕える人たちは，さまざまな問題を経験します。心が折れそうになることもあるでしょう。例えば，家族が生きていくのに必要なものを手に入れるために，長い時間働かなければならない人は少なくありません。もっと奉仕に出たいと思っても，週末には疲れ切っています。また，持病があったり年を取ったりして，できることがかなり限られている人もいます。家から出られないことさえあります。自分には価値がない，という気持ちに苦しめられている人もいます。中東に住むメアリー姉妹はこう言います。* 「ネガティブな感情と闘うのに力を使い切ってしまうんです。そうすると，奉仕に行く時間もエネルギーもなくなってしまって，自分はだめだ，という気持ちになります」。

 3. この記事ではどんなことを考えますか。

3 私たちがどんな問題に直面しているとしても，エホバは私たちに力を与えて，私たちがそうした問題に対処し，状況の許す範囲でエホバに仕え続けられるようにしてくださいます。では，エホバはどのように私たちを助けてくださるでしょうか。その点について考える前に，エホバがどのようにパウロとテモテを助けたかを考えてみましょう。2人はエホバから力を与えられたので，問題があっても奉仕を十分に行うことができました。






伝道を続けるための力


 4. パウロはどんな問題にぶつかりましたか。

4 パウロは多くの問題にぶつかりました。殴打されたり，石を投げ付けられたり，拘禁されたりした時には，特に力が必要でした。（コリ二 11:23-25）また，ネガティブな感情と時折闘わなければならなかったことを認めています。（ロマ 7:18，19，24）そして，体に刺された「1つのとげ」を忍耐しなければなりませんでした。それを取り除いてくれるよう，神に熱烈に求めるほどつらかったのです。（コリ二 12:7，8）



[image: ]

パウロが奉仕を十分に行えたのはなぜか。（5-6節を参照。）*





 5. パウロはいろいろな問題に直面しながらも，どんなことを成し遂げましたか。

5 エホバはパウロに力を与え，いろいろな問題があっても奉仕を続けられるように助けました。パウロがどんなことを成し遂げたか，考えてみましょう。例えば，ローマで家に拘禁されていた時には，ユダヤ人の指導者たちや，恐らく政府の高官たちに対して良い知らせを熱心に伝えました。（使徒 28:17。フィリ 4:21，22）親衛隊の多くの兵士や，訪ねてくる全ての人にも伝道しました。（使徒 28:30，31。フィリ 1:13）また，パウロはその時期に，聖なる力に導かれて何通もの手紙を書きました。その手紙は，現代に至るまで真のクリスチャンの助けとなっています。さらに，パウロの手本によってローマの会衆は強められ，兄弟たちは「恐れることなく，ますます勇敢に神の言葉を語」るようになりました。（フィリ 1:14）パウロは，望むほど多くのことを行えないこともありましたが，その状況でできる限りのことを行いました。それで，「良い知らせはとどめられるどころか，かえって広ま」りました。（フィリ 1:12）

 6. コリント第二 12章9，10節からすると，パウロが奉仕を十分に行えたのはなぜですか。

6 パウロは，エホバへの奉仕で行えたことは全て，神の力のおかげであって，自分の力によるのではない，ということが分かっていました。神の力は「人が弱い時にこそ……完全に発揮される」ことを認めていたのです。（コリント第二 12:9，10を読む。）エホバは聖なる力を用いてパウロを強めました。そのおかげで，パウロは迫害や拘禁などの問題があっても，奉仕を十分に行うことができました。



[image: テモテが巻物を手に持って，年上の男性たちに対して話している。]

テモテが奉仕を十分に行えたのはなぜか。（7節を参照。）*





 7. テモテは奉仕を十分に行うために，どんな問題に立ち向かう必要がありましたか。

7 パウロと共に働いた若いテモテも，神の力に頼って奉仕を行う必要がありました。テモテは，宣教者としてパウロと共に長い旅をしました。さらに，さまざまな会衆を訪問して励ましを与えるために，パウロによって派遣されました。（コリ一 4:17）テモテは，この務めを果たすのに自分はふさわしくない，と感じたかもしれません。パウロがテモテに対して，「あなたが若いからといって，誰にも見下されないようにしなさい」と勧めたのは，そのためだったのでしょう。（テモ一 4:12）またこの時期，テモテも体に1つのとげを抱えていました。「度々かかる病気」に悩まされていたのです。（テモ一 5:23）それでもテモテは，エホバの強力な聖なる力の助けがあれば，良い知らせを広め，仲間の兄弟たちに仕えることができる，ということが分かっていました。（テモ二 1:7）






問題があっても忠実を保つための力


 8. エホバはご自分に仕える現代の人たちをどのようにして強めていますか。

8 現代，エホバはご自分に仕える人たちが忠実に仕え続けられるように，「普通を超えた力」を与えてくださっています。（コリ二 4:7）エホバはどんな方法で私たちを強め，忠実を保てるようにしてくださるでしょうか。4つの助けを考えてみましょう。祈り，聖書，仲間の兄弟姉妹，宣教です。



[image: 1人の兄弟が祈っている。]

エホバは，祈りによって力を与えてくださる。（9節を参照。）





 9. 祈りはどのように助けとなりますか。

9 祈り。エフェソス 6章18節でパウロは，「どんな時も」神に祈るよう勧めています。そうすれば，神は祈りに答えて私たちに力を与えてくれます。ボリビアに住むジョニー兄弟は，次々に試練が降り掛かってきた時，エホバの支えを経験しました。妻と両親が同時に重い病気になったため，兄弟はその3人を世話しなければならなくなりました。母親は亡くなり，妻と父親が回復するまでには長い時間がかかりました。ジョニー兄弟は振り返ってこう言います。「不安や心配に押しつぶされそうになった時には，具体的に祈ることがいつも助けになりました」。兄弟は忍耐するための力をエホバから与えられました。ボリビアで長老として奉仕しているロナルド兄弟は，母親ががんになったと知らされました。母親は1カ月後に亡くなりました。兄弟がその状況に対処する上で，何が助けになりましたか。こう言っています。「エホバに祈って自分の気持ちを全て打ち明けることができました。エホバは私のことをほかの誰よりも，そして私自身よりもよくご存じなんです」。私たちも時には，もう無理だと感じることや，何と祈ったらよいか分からないことがあるかもしれません。しかしエホバは，考えや気持ちを言葉にするのが難しい時にも祈るようにと勧めてくださっています。（ロマ 8:26，27）





[image: 1人の姉妹が聖書を読んでいる。]

エホバは，聖書によって力を与えてくださる。（10節を参照。）





10. ヘブライ 4章12節からすると，聖書を読んでじっくり考えることが重要なのはなぜですか。

10 聖書。私たちもパウロと同じように，聖書から力と慰めを得ることができます。（ロマ 15:4）聖書を読んでじっくり考えるなら，エホバは聖なる力を用いて，聖書の言葉が今の自分の状況にどのように当てはまるかを理解できるように助けてくれます。（ヘブライ 4:12を読む。）先ほどのロナルド兄弟はこう言っています。「聖書を毎晩読むことを習慣にしていて，本当に良かったと思います。エホバがどんな方か，またご自分に仕える人たちにどのように愛をもって接してきたかをいろいろと考えます。そうすると力が湧いてきます」。

11. 夫を亡くした姉妹は，聖書からどのように力を得ましたか。

11 聖書についてじっくり考えるなら，自分の状況に対して正しい見方を持つこともできます。夫の死を悲しんでいる姉妹に，聖書がどのように役立ったかを考えてみましょう。姉妹は1人の長老から，ヨブ記を読んでみるよう勧められたので，そうしました。初めは，間違った考え方をしているヨブに腹が立ち，心の中でこう言いました。「ヨブ，そんな考え方をしたらだめじゃない！」 でもその時，姉妹はふと気付きました。自分もヨブと同じような考え方をしていたのです。このことがきっかけで，姉妹は自分の見方を調整することができ，夫を失った悲しみに対処する力を得ることができました。



[image: 兄弟や姉妹たちや子供たちが会話を楽しんでいる。]

エホバは，仲間の兄弟姉妹によって力を与えてくださる。（12節を参照。）





12. エホバは私たちに力を与えるために，仲間の兄弟姉妹をどのように用いますか。

12 仲間の兄弟姉妹。エホバは，わたしたちに力を与えるために，仲間の兄弟姉妹を用いることもあります。パウロは，仲間のクリスチャンと「励まし合う」ことを心から願っている，と書きました。（ロマ 1:11，12）前に出てきたメアリー姉妹は，仲間との交流を大切にしています。こう言っています。「エホバは，私が抱えている問題を知らない兄弟姉妹も用いて助けてくれます。そうした兄弟姉妹からの励ましの言葉やカードが，まさに私が必要としていたものだったということがあります。自分と同じような問題と闘っている姉妹たちに話を聞いてもらうことや，そうした姉妹たちの経験から学ぶことも助けになっています。そして，長老たちのおかげで，自分は会衆の中で大切な存在だ，と感じることができています」。

13. 集会で強め合うために何ができますか。

13 集会は，励まし合うとても良い機会となります。集会の際には，自分の方から心からの気遣いや感謝の言葉を伝えて，仲間を強めるようにしましょう。集会の前に長老のピーター兄弟は，夫がエホバの証人ではない1人の姉妹にこう言いました。「こうして姉妹の姿を見るだけで，本当に励まされます。6人の子供に支度をさせて，コメントの準備までさせているんですから」。姉妹は，目に涙を浮かべながらこう言いました。「兄弟，ありがとうございます。今日の私が本当に必要としていた言葉でした」。



[image: 1人の姉妹が手紙を書いて良い知らせを伝えている。]

エホバは，宣教によって力を与えてくださる。（14節を参照。）





14. 宣教に参加することは，どのように助けとなりますか。

14 宣教。私たちは聖書の真理を人に伝えると，相手の反応がどうであれ，爽やかになり，元気が出ます。（格 11:25）ステイシー姉妹は，宣教が本当に力になることを経験しました。家族の1人が排斥された時，姉妹は悲しみに打ちひしがれ，自分にできることがもっとあったのではないか，と考え続けました。ほかのことは考えられませんでした。こうした状況に対処する上で何が役立ったでしょうか。宣教です。伝道に参加することで，助けを必要としている区域の人たちに思いを向けられるようになりました。姉妹はこう言っています。「ちょうどその頃，エホバは私がある人と一緒に聖書を勉強できるようにしてくれました。その人はとても速く進歩しました。本当に力づけられました。心を穏やかに保つ上で一番役に立っているのは，宣教だと思います」。

15. メアリー姉妹の言葉から何を学べますか。

15 さまざまな事情から，自分は宣教を十分に行えていない，と感じることもあるでしょう。そう感じる時には，ベストを尽くすならエホバが喜んでくださる，ということを思い出してください。先ほどのメアリー姉妹のことを考えてみましょう。姉妹は外国語が話される地域に引っ越した時，自分は役に立っていない，と感じていました。こう言っています。「しばらくの間は，簡単なコメントをすることや，聖句を朗読することや，奉仕でパンフレットを渡すことぐらいしかできませんでした」。姉妹は，その言語が上手に話せる人たちと自分を比較して，がっかりしていました。でも，姉妹は考え方を変えました。言語が上手に話せなくても，エホバに用いていただけると思えるようになりました。こう言っています。「命を救う真理はとてもシンプルなものですが，人の生き方を変える力があります」。

16. 家から出られないとしても，どうすれば力が得られますか。

16 たとえ家から出られないとしても，宣教に参加したいと思っているなら，エホバはその願いを理解し，喜んでくださいます。エホバは，介護を行ってくれる人や医療関係者に伝道できるよう，機会を与えてくれるかもしれません。今できることを昔できたことと比較するなら，がっかりしてしまうでしょう。しかし，エホバが今も助けてくれていることを考えるなら，どんな試練も喜びをもって忍耐するための力が得られるでしょう。

17. 伝道の書 11章6節からすると，すぐに良い結果が見られないとしても，宣教を続けるべきなのはなぜですか。

17 私たちがまいた真理の種のうち，どれが根を下ろして成長するかは分かりません。（伝道の書 11:6を読む。）例えば，80代のバーバラ姉妹は，電話や手紙で定期的に伝道を行っています。姉妹はある手紙に，「ものみの塔」2014年3月1日号を同封しました。その号には，「あなたのために神がしてくださったこと」という記事が載っていました。姉妹は知りませんでしたが，その手紙を受け取ったのは，以前はエホバの証人だった夫婦でした。2人はその雑誌を何度も何度も読みました。夫は，エホバから語り掛けられているように感じました。2人は集会に出席し始め，やがて27年ぶりに活発なエホバの証人になりました。1通の手紙から喜ばしい結果が生じたことを知って，バーバラ姉妹はどれほど励まされ，強められたことでしょう。



[image: エホバが私たちを強めるために与えてくださる4つの助け。9-14節で説明されている。]

エホバは，（1）祈り，（2）聖書，（3）仲間の兄弟姉妹，（4）宣教によって力を与えてくださる。（9-10，12，14節を参照。）





18. 神から力を与えていただくために，何ができますか。

18 エホバは，さまざまな仕方で私たちに力を与えてくださいます。祈り，聖書，仲間の兄弟姉妹，宣教です。こうした助けを活用するなら，エホバを信頼していることを示せます。エホバは私たちを助ける力を持っていて，そうしたいと願っています。では，これからも天のお父さんエホバへの信頼を示していきましょう。エホバは，「心の全てがご自分に向いている人の力になろうとして」いるのです。（代二 16:9）







以下の助けからどのように力を得られますか


	  祈りや聖書



	  仲間の兄弟姉妹



	  宣教









61番の歌 証人たちよ，進め！

^ 5節 現代，私たちはさまざまな問題に直面していますが，エホバは私たちが忍耐できるように助けてくださっています。使徒パウロとテモテは，問題に直面してもエホバに仕え続けました。エホバは2人をどのように助けたでしょうか。エホバは，現代の私たちが忍耐できるように，どんな4つの助けを与えてくださっているでしょうか。この記事では，こうした点を考えます。


^ 2節 名前は変えてあります。




^ 53節 写真や挿絵: パウロは，ローマで自宅に拘禁されていた時，幾つもの会衆に手紙を書き，訪ねてきた人たちに良い知らせを伝えた。


^ 55節 写真や挿絵: テモテは，各地の会衆を訪問して兄弟たちを強めた。






^ （コリ二 12:10） 私は，弱いところ，侮辱，窮乏，迫害，困難を，キリストのために喜びます。私が弱い時，私には力があるからです。



^ 1節 （テモ二 4:5） しかしあなたは，どんな場合にも頭がさえた状態*を保ち，苦しみに耐え，福音伝道者として働き*，自分の奉仕を十分に行いなさい。

または，「鋭敏な感覚」，「冷静さ」。
または，「良い知らせを伝え続け」。


^ 1節 （テモ二 4:2） 神の言葉を広めなさい。順調な時にも困難な時にも熱心に*伝道しなさい。いつも辛抱強く，教える技術を駆使して，戒め，忠告し，励まし*なさい。

または，「緊急性を意識して」。
または，「説き勧め」。


^ 4節 （コリ二 11:23-25） 彼らはキリストの奉仕者ですか。私は狂人のように言いますが，私の方がはるかに優れた奉仕者です。私の方がたくさん働き，多く拘禁されました。数え切れないほど殴打され，何度も死にかけました。 24 ユダヤ人たちからむちで39回打たれたことが5度， 25 棒で打ちたたかれたことが3度，石を投げ付けられたことが1度，難船したことが3度あり，一昼夜海上を漂ったこともあります。



^ 4節 （ロマ 7:18， 19） 私は自分の体の中に，善いものが何もないことを知っています。善いことをしたいと望んではいても，実行できないからです。 19 自分が願っている善い事柄は行わず，願っていない悪い事柄をいつも行います。



^ 4節 （ロマ 7:24） 私は実に惨めな人間です！ こうして死につつある体から，誰が私を救ってくれるでしょうか。



^ 4節 （コリ二 12:7， 8） 特別な啓示を受けたということで過大評価してほしくないのです。 私は，思い上がることがないよう，体に1つのとげを刺されました。それはサタンの使いであり，私が思い上がらないよう，いつも平手打ちをして*きます。 8 私は，このとげがなくなるようにしていただきたいと3度主に懇願しました。

または，「打ちたたいて」。


^ 5節 （使徒 28:17） 3日後，パウロはユダヤ人の主立った人たちを招いた。そして皆が集まると，こう言った。「皆さん，兄弟たち，私は，民に背くことや父祖たちの習慣に反することは何もしていなかったのに，エルサレムで囚人とされ，ローマ人に引き渡されました。



^ 5節 （フィリ 4:21， 22） キリスト･イエスと結ばれた聖なる人たち皆に，私からのあいさつを伝えてください。私と一緒にいる兄弟たちが皆さんによろしくと言っています。 22 聖なる人たち全て，特にカエサルの家の人たちが，皆さんによろしくと言っています。



^ 5節 （使徒 28:30， 31） パウロは，借りた家に丸2年とどまり，会いに来る人を皆親切に迎え， 31 妨げられることなく，少しも気後れせずに*，神の王国について伝えたり主イエス･キリストについて教えたりした。

または，「できる限り大胆に」。


^ 5節 （フィリ 1:13） 私がキリストのために拘禁されていることが，親衛隊の全員とほかのあらゆる人たちに知られるようになっています。



^ 5節 （フィリ 1:14） そして，私が拘禁されていることで，主に従う兄弟たちの大半が確信を持ち，恐れることなく，ますます勇敢に神の言葉を語っています。



^ 5節 （フィリ 1:12） さて，兄弟たち，知ってほしいことがあります。私の身に起きたことにより，良い知らせはとどめられるどころか，かえって広まっています。



^ （コリ二 12:9， 10） しかし主はこう言いました。「私はあなたに惜しみない親切をすでに十分に示している。人が弱い時にこそ，私の力は完全に発揮されるのである」。それで私は，自分の弱いところについて喜んで誇り，キリストの力が天幕のように私を覆い続けるようにします。 10 私は，弱いところ，侮辱，窮乏，迫害，困難を，キリストのために喜びます。私が弱い時，私には力があるからです。



^ 6節 （コリ二 12:9， 10） しかし主はこう言いました。「私はあなたに惜しみない親切をすでに十分に示している。人が弱い時にこそ，私の力は完全に発揮されるのである」。それで私は，自分の弱いところについて喜んで誇り，キリストの力が天幕のように私を覆い続けるようにします。 10 私は，弱いところ，侮辱，窮乏，迫害，困難を，キリストのために喜びます。私が弱い時，私には力があるからです。



^ 7節 （コリ一 4:17） そのために，私が愛する*テモテをそちらへ遣わします。テモテは主に忠実に仕えており，キリスト･イエスに従う私のやり方*を皆さんに思い出させるでしょう。私が各地の全ての会衆で教えているやり方です。

直訳，「愛する子」。
または，「生き方」。


^ 7節 （テモ一 4:12） あなたが若いからといって，誰にも見下されないようにしなさい。かえって，言葉や振る舞い，また愛，信仰，清さ*の点で，忠実な人たちの手本となってください。

または，「貞潔さ」。


^ 7節 （テモ一 5:23） もう水を*飲むのをやめて，胃のため，また度々かかる病気のために，ぶどう酒を少し飲むとよいでしょう。

または，「水だけを」。


^ 7節 （テモ二 1:7） 神が私たちに与えてくださった聖なる力*は，臆病な気持ちではなく，力と愛と健全な考え方を生み出します。

または，「くださった精神」。用語集参照。


^ 8節 （コリ二 4:7） しかし，私たちはこの宝を土の器に入れて持っています。そのため，普通を超えた力が私たちから出るのではなく，神から来るということが明らかです。



^ 9節 （エフェ 6:18） あらゆる種類の祈りと祈願を捧げ，どんな時も聖なる力に導かれつつ祈りましょう。祈ることを常に意識し*，いつも聖なる人たち全てのために祈願を捧げましょう。

または，「祈りのために目を覚ましていて」。


^ 9節 （ロマ 8:26， 27） さらに聖なる力も，弱い私たちを助けてくれます。祈るべきなのに何を祈り求めればよいのか分からないとき，私たちの声にならない*うめきと共に，聖なる力が願い出てくれるのです。 27 心を調べる方は，聖なる力による言葉の意味を知っています。聖なる力は神の意志に沿って聖なる人たちのために願い出ているからです。

または，「言葉にならない」。


^ （ヘブ 4:12） 神の言葉は生きていて，力を及ぼし，どんな両刃の剣よりも鋭く，人の外面*と内面*，骨*と骨髄を分けるほど深く刺し通して，心の中にある考えや願いを明らかにすることができます。

ギリシャ語，プシュケー。用語集参照。
ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
直訳，「関節」。


^ 10節 （ロマ 15:4） 以前に書かれた事柄は皆，私たちを教えるために書かれました。そのおかげで私たちは忍耐でき，聖書から慰めを得られるので，希望を持っていられます。



^ 10節 （ヘブ 4:12） 神の言葉は生きていて，力を及ぼし，どんな両刃の剣よりも鋭く，人の外面*と内面*，骨*と骨髄を分けるほど深く刺し通して，心の中にある考えや願いを明らかにすることができます。

ギリシャ語，プシュケー。用語集参照。
ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
直訳，「関節」。


^ 12節 （ロマ 1:11， 12） 皆さんに会うことを心から願っています。神からの贈り物を与えて*，皆さんを力づけるためです。 12 いえ，むしろ，皆さんの信仰と私の信仰によって励まし合うためです。

または，「神からの能力を用いて」。


^ 14節 （格 11:25） 惜しみなく与える人は報われ*， 他の人を爽やかにする*人は自分も爽やかにされる。

直訳，「太らされ」。
直訳，「に惜しみなく水を与える」。


^ （伝 11:6） 朝に種をまき，夕方になるまで手を休めてはならない。あなたは，どの種が育つか，これかそれか，あるいは両方なのかを知らないからだ。



^ 17節 （伝 11:6） 朝に種をまき，夕方になるまで手を休めてはならない。あなたは，どの種が育つか，これかそれか，あるいは両方なのかを知らないからだ。



^ 18節 （代二 16:9） エホバは，心の全てがご自分に向いている人の力*になろうとして，世界中に目を行き届かせています。今回の件であなたは愚かなことをしました。これからあなたに対する戦争があります」。

または，「支え」。








[image: ルイ･ブレン]




ライフ･ストーリー

「いろいろな人からたくさんのことを学びました」

ルイ･ブレンの語った経験


私はフランス軍の兵士でした。私が所属する部隊はアルジェリアの山の中にキャンプを張っていて，その地域では戦闘が激しさを増していました。ある真っ暗な夜，私は積まれた土のうの陰で機関銃を片手に1人で見張りをしていました。すると突然，足音が迫ってくるのが聞こえて，私は震え上がりました。20代になったばかりの私は，誰かを殺すのも，自分が殺されるのも嫌でした。それで，思わずこう言いました。「神様，助けてください！」






この恐ろしい出来事がきっかけで，私の人生は変わりました。神を探し求めるようになったのです。でも，この後何が起きたのかを話す前に，私の子供時代についてお話ししましょう。それは，私の考え方に影響を与え，神を探し求めることにつながりました。






父親から学んだこと


私は，1937年にフランス北部の鉱山の町グネンで生まれました。炭鉱で働いていた父親から，一生懸命働くことの大切さを学びました。不公正を憎むことも教わりました。父は強い正義感に動かされて，鉱山作業員のひどい労働環境を改善するために労働組合に加わり，ストライキを行っていました。また，偽善的な聖職者たちにも腹を立てていました。多くの聖職者は良い生活をしていたにもかかわらず，やっとの思いで生活している鉱山労働者たちに，食べ物やお金を要求していました。父は聖職者たちの行いにうんざりしていたので，私に宗教について教えることはしませんでした。神について父と話したことは一度もありませんでした。

成長するにつれて，私も不公正を憎むようになりました。例えば，フランスでは多くの人が国内に住む外国人に偏見を持っていました。私は移民の子供たちとサッカーをしたりして遊んでいましたし，母親はフランス人ではなくポーランド人でした。それで，人種差別のない，平和で平等な世界を望んでいました。






人生の意味について考えるようになる




[image: 軍服姿のルイ]

軍隊にいた時





私は1957年に徴兵されました。それで，初めに述べたように，暗い夜にアルジェリアの山の中にいたのです。「神様，助けてください！」と言った後，私の前に現れたのは敵の兵士ではなく，野生のロバでした。本当にほっとしました。でも，この出来事やその時の戦争がきっかけとなって，私は人生の意味についてもっと真剣に考えるようになりました。人間はなぜ存在しているのだろうか，神様は人間のことを気に掛けているのだろうか，平和がいつまでも続く時代は来るのだろうかと考えたのです。

その後，休暇で実家にいた時にエホバの証人に会いました。その人が聖書をくれたので，私はアルジェリアに戻ってからそれを読み始めました。特に心を打たれた言葉は，啓示 21章3，4節でした。そこにはこうあります。「神の天幕が人々と共にあり，……神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります」。この言葉を読んで驚きました。そんなことが本当にあるんだろうか，と思いました。当時の私は，神や聖書についてほとんど何も知りませんでした。

1959年に徴兵期間が終了した後，フランソワというエホバの証人に会いました。兄弟は，私に聖書の真理をたくさん教えてくれました。例えば，神にはエホバという名前があることを聖書から示してくれました。（詩 83:18）また，エホバは地球に公正が行き渡るようにし，地球を楽園に変え，啓示 21章3，4節の言葉を実現させる，ということも教えてくれました。

こうした教えは，どれも納得がいくもので，心を動かされました。それと同時に，聖職者たちに対して非常に腹が立ち，聖書に書かれていないことを教えているその人たちを公に非難したいと思いました。私は父親の考え方の影響を受けていましたし，短気な性格でした。それで，すぐに何とかしたいと思ったのです。

フランソワ兄弟や友達になったエホバの証人たちは，私が冷静になれるように助けてくれました。私たちがクリスチャンとして行うべきなのは，人を裁くことではなく，神の王国の良い知らせを伝えて希望を差し伸べることだ，と教えてくれました。これこそイエスが行った活動，また，弟子たちに行うよう命じた活動です。（マタ 24:14。ルカ 4:43）人と話す時には相手の信条にかかわらず，親切かつ巧みに話すことも必要でした。聖書にはこうあります。「主の奴隷は争う必要はありません。必要なのは，誰にでも穏やかに接すること[です]」。（テモ二 2:24）

私は必要な変化を遂げて，1959年の巡回大会でバプテスマを受け，エホバの証人になりました。その大会で，アンジェルという若い姉妹と出会い，姉妹のことが好きになりました。それで姉妹の会衆に遊びに行くようになり，1960年に結婚しました。アンジェルは本当にすてきな女性で，素晴らしい妻で，エホバからの大切なプレゼントです。（格 19:14）



[image: 結婚式の日のルイとアンジェル]

結婚式の日に










賢明で経験を積んだ兄弟たちからたくさんのことを学ぶ


私は長年にわたって，賢明で経験を積んだ兄弟たちからたくさんの大切なことを教わってきました。中でも大切にしている教えがあります。難しい割り当てをやり遂げるには，謙遜になり，格言 15章22節の言葉を当てはめる必要がある，というものです。そこには，「助言者が多ければ達成される」とあります。



[image: 巡回奉仕をしているルイとアンジェル]

フランスでの巡回奉仕（1965年）





1964年以来，私はこの聖句の通りであることを実感してきました。その年に私は巡回監督に任命され，会衆を訪問するようになりました。エホバとの絆を強めるよう兄弟たちを助け，励ますためです。当時，私はまだ27歳で，経験が足りなかったので，いろいろな失敗をしました。でも，そこから学ぶようにしました。そして何よりも，有能で経験を積んだ「助言者」たちからたくさんの大切なことを教わりました。

巡回監督になったばかりの頃，パリのある会衆への訪問を終えた時のことでした。経験を積んだ兄弟から，「ちょっと2人で話せませんか」と言われました。「いいですよ」と私は答えました。

兄弟はこう言いました。「ルイ兄弟，お医者さんが往診をするのは，誰を診るためですか」。

「病気の人です」。

「そうですね。でも兄弟を見ていると，会衆の監督など，信仰の面で元気な人とばかり時間を過ごしているように思えます。会衆の兄弟姉妹の中には，気落ちしている人や，最近バプテスマを受けた人や，内気な人がたくさんいます。兄弟がそうした人たちと時間を過ごしたり，家に行って一緒に食事を楽しんだりするなら，本当に喜ばれると思いますよ」。

まさにその通りで，貴重なアドバイスでした。エホバの羊に対する兄弟の愛を感じて，感動しました。自分が間違っていたことを認めるのは大変でしたが，兄弟のアドバイスをすぐに当てはめるようにしました。エホバがこうした兄弟たちを与えてくださったことに感謝しています。

1969年と1973年には，パリのコロンブで開かれた国際大会で，給食部門の監督として奉仕しました。1973年の大会では，約6万人の人に5日間にわたって食事を提供する必要がありました。そんなことできるんだろうか，と思いました。しかしこの時も，成功の鍵は格言 15章22節に従って，アドバイスを求めることでした。食品関係の経験を持つ兄弟たちに助けてもらいました。その中には，肉屋や野菜農家の人もいれば，調理や仕入れの経験がある人もいました。みんなの協力のおかげで，山のように思えた割り当てを果たすことができました。

1973年，私たち夫婦はフランスのベテルで奉仕するよう招かれました。そこで最初に割り当てられた仕事も，とても難しいものでした。アフリカのカメルーンの兄弟たちが出版物を受け取れるようにする仕事です。カメルーンでは，1970年から1993年までエホバの証人の活動が禁止されていました。この時も圧倒され，どうしたらよいのだろう，と思いました。当時支部の監督だった兄弟は，そのことを察してか，私をこう励ましてくれました。「カメルーンの兄弟たちは，信仰を強める食物を本当に必要としています。ぜひ食べさせてあげましょう！」 私たちは，この仕事もやり遂げることができました。
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カメルーンから来た兄弟姉妹と共に，ナイジェリアで開かれた特別な集まりにて（1973年）







私はカメルーンに隣接する国々へ何度か行き，そこでカメルーンの長老たちと会合を持ちました。これらの勇敢で思慮深い兄弟たちは，カメルーンに出版物を定期的に供給するための取り決めを作る上で，助けとなってくれました。エホバは私たちの努力を祝福してくださいました。20年以上にわたってカメルーンの兄弟姉妹は，「ものみの塔」や，当時「わたしたちの王国奉仕」と呼ばれていた出版物を毎月1号も欠かすことなく受け取ることができました。



[image: カメルーンの巡回監督たちや妻たちと共に写真に写るルイとアンジェル]

アンジェルと私はナイジェリアを訪問して，カメルーンの巡回監督たちや妻たちと会った。（1977年）










大切な妻からたくさんのことを学ぶ


付き合い始めた時から，アンジェルがエホバとの強い絆を持っていることは知っていましたが，結婚してそのことが一層よく分かるようになりました。結婚式の日の夜，アンジェルは，私たちが夫婦としてエホバにできる限りお仕えしたいと思っていることを祈ってほしい，と言いました。エホバは，この祈りに答えてくださいました。

また，アンジェルのおかげで，私は一層エホバを信頼できるようになりました。例えば，1973年にベテルに招待された時，私は気が進みませんでした。巡回奉仕が大好きだったからです。でもアンジェルは，私たちはエホバに命を捧げたのだから，エホバの組織から求められることは何でも行うべきだ，ということを思い出させてくれました。（ヘブ 13:17）本当にその通りだ，と思いました。それでベテルに向けて出発しました。妻は賢くて，バランスの取れた見方ができる女性で，エホバを心から愛しています。それで，私たちは結婚して何十年にもなりますが，2人の絆はますます強まっています。これまでさまざまな良い決定を下すこともできました。
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フランスのベテルの庭で，アンジェルと共に





私たちは年を取りましたが，アンジェルは今も私をよく支えてくれる素晴らしい妻です。例えば，アンジェルと私は，神の組織が開く学校に出席するために，英語を一生懸命勉強し始めました。そうした学校の多くは英語で行われるからです。私たちは70代半ばになっていましたが，英語会衆に移動することにしました。フランスの支部委員会で奉仕しながら外国語を学ぶ時間を取るのは大変でした。でも，私たちは夫婦で助け合いました。80代になった今でも，集会の予習を英語とフランス語の両方で行っています。そして，できるだけ多くの機会に，会衆の仲間と一緒に集会や宣教に参加するようにしています。エホバは英語を学ぶ私たちの努力を祝福してくださっています。

2017年には素晴らしい祝福がありました。ニューヨーク州パタソンにあるものみの塔教育センターで開かれた，支部委員と妻のための学校に招待されたのです。

エホバは確かに偉大な教師です。（イザ 30:20）ですから，エホバに仕えている人たちが，年を取った人も若い人も，最高の教育を受けているのは不思議なことではありません。（申 4:5-8）そして，若い人たちが，エホバと経験を積んだ兄弟姉妹の言葉に耳を傾けて，エホバとの関係で素晴らしい進歩を遂げ，立派な大人になっていくのを，私は見てきました。格言 9章9節にある通りです。「賢い人に伝えよ。その人はさらに賢くなる。正しい人を教えよ。その人はさらに知識を得る」。

時々，60年ほど前にアルジェリアの山の中で過ごした，真っ暗な恐ろしい夜のことを思い出します。その時は，自分がこんなに幸せになれるとは思ってもみませんでした。私は，いろいろな人からたくさんのことを学びました。エホバは，私とアンジェルが豊かで充実した人生を送れるようにしてくださいました。それで，私たちはこれからも，天のお父さんエホバと，エホバを愛する賢明で経験を積んだ兄弟姉妹から学び続けていきたいと思っています。









^ （啓 21:3， 4） その時，王座から大きな声がした。「見なさい！ 神の天幕が人々と共にあり，神は人々と共に住み，人々は神の民となります。神が人々と共にいるようになるのです。 4 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。



^ （詩 83:18） 人々があなたのことを知りますように。 エホバという名を持つあなただけが， 地球全体を治める至高者であるということを。



^ （啓 21:3， 4） その時，王座から大きな声がした。「見なさい！ 神の天幕が人々と共にあり，神は人々と共に住み，人々は神の民となります。神が人々と共にいるようになるのです。 4 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。



^ （マタ 24:14） そして，王国の良い知らせは，全ての国の人々が聞けるように世界中で伝えられます。それから終わりが来ます。



^ （ルカ 4:43） しかしイエスは言った。「私はほかの町にも神の王国の良い知らせを広めなければなりません。そのために遣わされたからです」。



^ （テモ二 2:24） 主の奴隷は争う必要はありません。必要なのは，誰にでも穏やかに*接すること，教える資格があること，不当な扱いを受けても自分を抑えること，

または，「巧みに」。


^ （格 19:14） 家と富は父祖から相続するもので， 思慮深い妻はエホバからのものである。



^ （格 15:22） 相談*しないと計画は失敗し， 助言者が多ければ達成される。

または，「内密の話し合いを」。


^ （格 15:22） 相談*しないと計画は失敗し， 助言者が多ければ達成される。

または，「内密の話し合いを」。


^ （ヘブ 13:17） 皆さんを教え導いている*人たちに従い，進んで応じてください。その人たちは皆さんを見守っており，そのことに関して責任を問われることになります。それで，その人たちが喜んで働けるようにしてください。もし嘆きながら働くことになれば，それは皆さんのためになりません。

または，「皆さんの中で率先している」。


^ （イザ 30:20） エホバはあなたたちに苦難というパンを食べさせ，圧迫という水を飲ませる。とはいえ，あなたの偉大な教師はもはや姿を隠さず，あなたは自分の目で偉大な教師を見る。



^ （申 4:5-8） 私は，エホバ神から命じられた通りに規定と法規を教えました。皆さんが，取得する土地でそれを守るためです。 6 それに注意深く従わなければなりません。そうすることにより，その全ての規定について聞くさまざまな民は，皆さんに知恵と理解力があることを見て取ります。彼らは，『この強大な国民は確かに知恵と理解力がある民だ』と言うでしょう。 7 私たちの神エホバは私たちが呼び掛けるときいつでも近くにいてくださいますが，どんな強大な国民がそのような神々を持っているでしょうか。 8 また，どんな強大な国民が，私が今日皆さんに提示するこの律法全体のように正しい規定と法規を持っているでしょうか。



^ （格 9:9） 賢い人に伝えよ。その人はさらに賢くなる。 正しい人を教えよ。その人はさらに知識を得る。








ご存じでしたか




聖書時代の人々は，パピルスを使って舟を造りましたか。
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パピルス





古代エジプトの人々がパピルスで作られた紙を使っていたことは，よく知られています。ギリシャやローマの人々もパピルス紙を使いました。* しかし，パピルスが紙だけでなく舟を造るのにも使われていたことは，あまり知られていません。
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エジプトの墓から発見されたパピルスの舟の模型





2500年以上前，預言者イザヤは，「エチオピアの川の地方」に住む人々が「パピルスの舟を水に浮かべ」，「海路で使節を遣わす」と書きました。後に預言者エレミヤは，メディア･ペルシャ軍がバビロンを攻略することについて予告しました。その軍は，バビロニア人が逃げられないように，「パピルスの舟」を焼くことになっていました。（イザ 18:1，2。エレ 51:32）

聖書を学んでいる人たちは，聖書時代にパピルスが舟を造るのに使われていたことを示す証拠が見つかっても，驚くことはありません。聖書が神の聖なる力の導きによって書かれた本であることを知っているからです。（テモ二 3:16）では，何が発見されたのでしょうか。考古学者たちは，エジプトでパピルスの舟が造られていたという確かな証拠を発見しました。






パピルスの舟はどのようにして造られたか


エジプトの墓に見られる絵画やレリーフには，パピルスを刈り取って舟を造る様子が描かれています。パピルスの茎を切って束にし，幾つかの束をさらに束ねていきます。パピルスの茎の断面は三角形なので，きつく縛ると，堅くて強い束になります。「古代エジプトの手引き」（英語）によると，パピルスの舟は17㍍を超える長さになることもありました。左右に10から12本ずつのオールを付けられるほどの大きさです。
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パピルスの舟を造っている様子を描いたエジプトのレリーフ










舟を造るのにパピルスが使われたのはなぜか


パピルスはナイル渓谷にたくさん生えていたので，簡単に手に入りました。また，パピルスの舟は造るのが比較的簡単でした。大型の船を造るのに主に木が使われるようになってからも，魚を取ったり狩りをしたりする人は，パピルスでできたいかだや小さな舟を引き続き使っていたようです。

人々は長い間，パピルスの舟を使っていました。西暦1世紀から2世紀に生きたギリシャの著述家プルタルコスによると，パピルスのいかだは，当時の人々にとってもなじみのあるものでした。







^ 3節 パピルス（カミガヤツリ）は湿地や流れの緩やかな川でよく育ちます。高さが5㍍ほど，茎の根元の直径が15㌢ほどになることもあります。






^ （イザ 18:1， 2） エチオピアの川の地方の， 羽音を立てる虫の土地には災いがある！  2 その土地は海路で使節を遣わす。 パピルスの舟を水に浮かべ，こう言う。 「速い使者たちよ，行け。 背が高く，肌が滑らかな*国民のもとへ。 あらゆる場所で恐れられている民の所へ。 川によって土地を押し流された， 征服する強い*国民のもとへ」。

直訳，「引き伸ばされ，磨き上げられた」。
または，「張力があって踏みにじる」。


^ （エレ 51:32） また，渡り場が奪われ， パピルスの舟が火で焼かれ， 兵士たちがおびえていることを」。



^ （テモ二 3:16） 聖書全体は神の聖なる力*の導きによって書かれたもので，教え，戒め，矯正し，正しいことに基づいて指導するのに役立ちます。

用語集参照。







JW LibraryとJW.ORGのおすすめコンテンツ





聖書 Q&A

聖書に出てくる女性たちから何を学べますか

聖書中の神を畏れる女性たちと悪い女性たちについてお読みください。

JW Library: 出版物 > シリーズ記事 > 聖書 Q&A

jw.org: ライブラリー > シリーズ記事 > 聖書 Q&A > 聖書

寄付はどのように使われているか

ビデオ会議システムを使った会衆の集会

セキュリティーの心配をせずにビデオ会議システムで集会を開けるよう，会衆にZoomアカウントが提供されています。

JW Library: 出版物 > シリーズ記事 > 寄付はどのように使われているか

jw.org: ライブラリー > シリーズ記事 > 寄付はどのように使われているか
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^ ***喜歌 54番 「これが道である」***
54番
「これが道である」
（イザヤ 30:20，21）
1. 進もう 平和満ちる道
イエスが教えたこの道
エホバの言葉を学んで
見つけた 平和のこの道
（※ 繰り返し）
これこそ命の道
離れない どんなときも
エホバは呼び掛ける
「これこそ命の道」
2. 歩もう 愛あふれる道
迷いはもう みじんもない
豊かな神の愛受けて
ひたすら歩む 愛の道
（※ 繰り返し）
これこそ命の道
離れない どんなときも
エホバは呼び掛ける
「これこそ命の道」
3. さあ行こう 命への道を
後ろへ戻ることはない
ほかには見いだせない道
平和と愛もたらす道
（※ 繰り返し）
これこそ命の道
離れない どんなときも
エホバは呼び掛ける
「これこそ命の道」
（詩 32:8; 139:24; 格 6:23も参照。）



^ ***喜歌 56番 真理を生き方にする***
56番
真理を生き方にする
（格言 3:1，2）
1. 人生は代わりがいない自分自身の道
だからこそ神の言葉を信じて生きよう
（※ 繰り返し）
真理学び 生き方にする
神からの喜びを味わうために
2. 神のため自分捧げる 良い実生み出す道
永遠の命もたらす奉仕続けよう
（※ 繰り返し）
真理学び 生き方にする
神からの喜びを味わうために
3. いつの日もエホバを頼る 祝福される道
愛される子供のようにエホバと歩もう
（※ 繰り返し）
真理学び 生き方にする
神からの喜びを味わうために
（詩 26:3; 格 8:35; 15:31; ヨハ 8:31，32も参照。）









^ 7節 （マタ 15:1-11） その後，エルサレムからパリサイ派の人と律法学者たちがイエスの所に来て，言った。 2 「あなたの弟子が父祖たちからの伝統を破っているのはどうしてですか。例えば，食事をする時に手を洗いません」。 3 イエスは答えた。「あなた方が自分たちの伝統によって神のおきてを破っているのはどうしてですか。 4 例えば，神は，『父と母を敬いなさい』，そして，『父や母に暴言を吐く*人は死刑にしなさい*』と言いました。 5 ところがあなた方は言います。『父や母に，「私の物でお役に立ちそうな物はどれも神に献納された供え物なのです」と言えば， 6 父や母を敬わなくてよい』。そのようにして，自分たちの伝統によって神の言葉を否定しています。 7 偽善者たち，イザヤはあなた方について適切にこう預言しました。 8 『この民は唇で私を敬うが，心は私から遠く離れている。 9 私を崇拝し続けても無駄である。人間の命令を教理として教えるからである』」。 10 そして，群衆を近くに呼んで言った。「聞いて，意味を悟りなさい。 11 口に入るものが人を汚すのではありません。口から出るものが人を汚すのです」。

または，「を侮辱する」，「をののしる」，「を悪く言う」。
または，「必ず死なせなさい」。





^ ***喜歌 122番 揺らぐことなく勝利を得る***
122番
揺らぐことなく勝利を得る
（コリント第一 15:58）
1. 闇の中をさまよう
希望消えた世界で
光掲げ続けて神に仕える
（※ 繰り返し）
揺らぐことなく
世から離れて
エホバ 愛し
勝利得よう
2. 正しいこと行い
悪いもの憎むなら
誘惑に負けないで歩んでいける
（※ 繰り返し）
揺らぐことなく
世から離れて
エホバ 愛し
勝利得よう
3. 神の知らせ伝えよう
喜びに満ちあふれ
力尽くし励もう 終わりは近い
（※ 繰り返し）
揺らぐことなく
世から離れて
エホバ 愛し
勝利得よう
（ルカ 21:9; ペテ一 4:7も参照。）



^ ***喜歌 124番 揺るぎない愛***
124番
揺るぎない愛
（詩編 18:25）
1. エホバに示そう 揺るぎない愛
愛ある教えに信頼置いて
献身守って 愛 貫いて
エホバの近くで安らぎを得る
2. 仲間に示そう 揺るぎない愛
心のこもった気遣い示し
どんなときにでも一緒にいよう
互いを敬い 絆 強める
3. 牧者に示そう 揺るぎない愛
感謝の気持ちで助け受け止め
愛から生まれる忠実示す
その時 神から祝福受ける
（詩 149:1; テモ一 2:8; ヘブ 13:17も参照。）









^ ***喜歌 70番 ふさわしい人を探そう***
70番
ふさわしい人を探そう
（マタイ 10:11-15）
1. ふさわしい人探そう イエスに従い
真の神を探す人 区域で待っている
追い返される日もある でも務め果たした
前を見てまた進もう 気持ちを切り替えて
2. ふさわしい人探そう 希望捨てないで
心で聞く人がいる あなたを待っている
よく準備して話そう 心配は要らない
神の力働けば人の心動く
（使徒 13:48; 16:14; コロ 4:6も参照。）



^ ***喜歌 66番 良い知らせを伝える***
66番
良い知らせを伝える
（啓示 14:6，7）
1. ついに明かされた真実
約束の王の到来
憐れみと愛のエホバは
人の罪を見て悲しむ
罪取り去るため定めた
キリストと花嫁の統治
選ばれた者が集まり
イエスと統治を行う
2. 良い知らせ 昔告げられ
神の意志で今解かれる
天使も働く一緒に
王国の真理 知らせる
神の名たたえる務めは
今一番大事な仕事
エホバの名を負う証人
誇り持ち 知らせ伝える
（マル 4:11; 使徒 5:31; コリ一 2:1，7も参照。）









^ ***喜歌 73番 私たちに大胆さを与えてください***
73番
私たちに大胆さを与えてください
（使徒 4:29）
1. 王国の知らせ伝える時に
反対されても あざけられても
人を恐れずエホバに従う
導きを求めてエホバに祈ろう
（※ 繰り返し）
与えてください 強い心を
恐れに負けずに語れるように
大胆に語る勇気と力を
与えてください
エホバよ
2. 弱さと恐れを感じる時も
エホバの支えを信じて頼る
神は必ず助けてくださる
導きを求めてエホバに祈ろう
（※ 繰り返し）
与えてください 強い心を
恐れに負けずに語れるように
大胆に語る勇気と力を
与えてください
エホバよ
（テサ一 2:2; ヘブ 10:35も参照。）



^ ***塔14 3/1 3–6ページ あなたのために神がしてくださったこと***
特集記事
あなたのために神がしてくださったこと
「神は，その独り子をお与えになったほどに，世を愛された。独り子を信じる者が一人も滅びないで，永遠の命を得るためである」。―ヨハネ 3:16，「新共同訳」，日本聖書協会。
この言葉は，聖書全巻の中でもよく知られ，広く引用されている聖句の一つです。「神と人類との関係や救いの手立てをこれほど見事に要約している」聖句はほかにない，と言われてきました。そのため，ある国々では，この聖句が，あるいは単に“ヨハネ 3:16”という標示が，イベント会場や車のステッカーに見られたり，落書きされたりすることも珍しくありません。
この聖句を掲げる人たちは恐らく，『自分たちは神に愛されているので永遠の救いにあずかれる』と確信しているのでしょう。あなたはいかがですか。神の愛と聞いてどんなことを考えますか。神はあなたに対する愛の表われとして何をされたと思いますか。
「神は……世を愛された」
物質宇宙や自然界や人間そのものを造ったのは神であると言う人は，世界じゅうに大勢います。生物の体が非常に複雑で，うまくできているため，それが存在するようになったのは何らかの偉大な理知の働きがあったからに違いない，と考えるのです。日々，命という贈り物を神に感謝している人も少なくありません。それらの人は，生きてゆくのに必要な物すべて ― 例えば，空気や水や食物，自然界に見られる種々の循環など ― も神が備えてくださったからこそ，生き続け，生活を楽しめる，ということも認めています。
それらのものすべてを神に感謝するのは良いことです。神はまさしく，わたしたち人間を造った方，命を保たせてくださっている方だからです。（詩編 104:10-28; 145:15，16。使徒 4:24）わたしたちは，生きてゆけるよう神がどれほどのことを行なってくださっているかを考えるだけでも，神の愛を認識できます。使徒パウロはそのことを，「[神は]すべての人に命と息とすべての物を与えておられる……。わたしたちは神によって命を持ち，動き，存在している」と述べています。―使徒 17:25，28。
しかし，神の愛は，わたしたち人間の身体的な面に対する気遣いにだけ表われているのではありません。人間に神を知りたいという欲求を付与し，それを満たせるようにすることによって，人間に高い立場と尊厳を与えてくださってもいるのです。（マタイ 5:3）そのようなわけで，従順な人には，神の家族の一員つまり神の「子供」となる見込みがあります。―ローマ 8:19-21。
ヨハネ 3章16節でさらに述べられているとおり，神は，ご自分の独り子イエスを地上に遣わして，イエスの神また父である方について教えさせ，人類のために死ぬようにさせることによって，わたしたちに対する愛を示されました。しかし，なぜイエスが人類のために死ぬ必要があったのか，またイエスの死がどうしてわたしたちに対する神の愛の表明と言えるのかがよく分からない，と言う人も少なくないでしょう。では，イエスの死の理由とその価値について，聖書がどう説明しているかを見てみましょう。
「神は，その独り子をお与えになった」
全人類は死すべき存在であり，だれもが病気にかかり，老化し，死んでゆきます。とはいえ，それは神が最初から意図されたことではありません。神は最初の人間に，地上の楽園で永遠に生きる見込みをお与えになりました。しかし，それには1つだけ条件がありました。神に従順でなければならないのです。不従順になれば死ぬ，と神はお告げになりました。（創世記 2:17）にもかかわらず，最初の人間は神の権威に反逆しました。そして，自分自身を死すべき者としてしまい，子孫に死を受け継がせました。使徒パウロが説明しているとおり，「一人の人を通して罪が世に入り，罪を通して死が入り，こうして死が，すべての人が罪をおかしたがゆえにすべての人に広がった」のです。―ローマ 5:12。
しかし，神は「公正を愛される方」です。（詩編 37:28）最初の人間の意識的な違犯を無視されませんでしたが，1人が不従順になったために全人類が苦しむよう，また死ぬようにされた，というわけではありません。それどころか，「魂には魂」つまり命には命という法的原則を適用することにより，公正のはかりの釣り合いを取り，従順な人が永遠の命を再び得られるようにされました。（出エジプト記 21:23）問題は，アダムのせいで失われた完全な人間の命を，どうすれば取り戻せるか，という点です。答えは，だれかがアダムと同等の命 ― 完全な人間としての命 ― をなげうてば，つまり犠牲にすれば，取り戻せるということです。
明らかに，アダムの不完全な子孫のだれも，そのような代価を払うことはできませんでした。しかし，イエスは払えました。（詩編 49:6-9）罪を受け継いでいなかったので，罪を犯す前のアダムと同じ完全な人間でした。それで，自分の命をなげうつことにより，人類を罪への隷属状態から贖いました。そのようにして，最初の人間夫婦の子孫に，アダムとエバがかつて得ていたのと同じ完全な命を享受する機会を差し伸べました。（ローマ 3:23，24; 6:23）わたしたちには，そのようにして示された大きな愛にあずかるために，すべきことが何かあるでしょうか。
「独り子を信じる者」
もう一度ヨハネ 3章16節に戻って，「独り子を信じる者が一人も滅びないで，永遠の命を得る」という言葉に注目してください。ここから，その贈り物を得るには条件を満たさなければならない，ということが分かります。「永遠の命を得る」には，イエスを信じ，かつイエスに従う必要があるのです。
しかし，『どうして従うことが関係しているのだろう』と思われるかもしれません。イエスは，「独り子を信じる者」が永遠の命を得る，と言ったのではないでしょうか。確かに，信じること，つまり信仰は不可欠です。しかし，聖書中で信仰とは単に信じるだけのことではない，という点を思い起こすのは重要なことです。「バインの旧新約聖書用語解説辞典」（英語）によれば，ヨハネの用いた原語は「単に信じることではなく，信頼を寄せること」を意味しています。神の恵みを得るためには，頭の中でイエスを救い主として認める以上のことが必要です。信じた人は，イエスの教えを実践する誠実な努力もしなければなりません。もし行動が伴わないなら，信仰のどんな告白も空虚なものになります。聖書は，「業のない信仰（は）死んだもの」である，と述べています。（ヤコブ 2:26）言い換えれば，信じた人に求められているのは，イエスに対する信仰を働かせる，つまりその信仰に調和した生き方をすることなのです。
パウロは要点をこう説明しています。「キリストの持たれる愛がわたしたちに迫るのです。わたしたちはこのように判断しているからです。つまり，一人の人[イエス]がすべての人のために死んだ，……そして，彼がすべての人のために死んだのは，生きている者たちがもはや自分のために生きず，自分たちのために死んでよみがえらされた方のために生きるためである，と」。（コリント第二 5:14，15）イエスの払った犠牲に心から感謝しているなら，自分の生き方を ― 自分自身のために生きる利己的なものから，わたしたちのために死んでくださったイエスのために生きるものへと ― 改めるよう動かされるはずです。すなわち，自分の生活の中で，いつもイエスの教えを優先して実践する必要があるのです。そのような変化は必ず，自分の価値観や選択，することすべてに影響します。では，イエスを信じ，イエスに信仰を働かせる人は，どんな報いを受けるのでしょうか。
「滅びないで，永遠の命を得る」
ヨハネ 3章16節の最後の部分は，贖いに信仰を働かせ，神の規準に従って生きる人に対する神の約束となっています。神が意図しておられるのは，そのような忠実な人が「滅びないで，永遠の命を得る」ことです。とはいえ，神の愛にあずかる人すべてが同じ前途の見込みを与えられるわけではありません。
ある特定のグループに対してイエスは，天での永遠の命を約束しました。忠実な弟子たちにはっきりと，彼らが栄光のうちにご自分と共に支配できるよう，彼らのために場所を準備しに行く，と告げていました。（ヨハネ 14:2，3。フィリピ 3:20，21）天での命に復活させられる人たちは，「神およびキリストの祭司となり，千年のあいだ彼と共に王として支配する」のです。―啓示 20:6。
しかし，そのような特権は，キリストに従う人全員ではなく，限られた数の人だけが受けます。実際イエスは，「恐れることはありません，小さな群れよ。あなた方の父は，あなた方に王国を与えることをよしとされたからです」と言いました。（ルカ 12:32）その「小さな群れ」がどれほどの人数になるのか，啓示 14章1節と4節にこう記されています。「わたしが見ると，見よ，[復活したイエス･キリストである]子羊が[天の]シオンの山に立っており，彼と共に，十四万四千人の者が，彼の名と彼の父の名をその額に書かれて立っていた。……これらは，神と子羊に対する初穂として人類の中から買い取られたのであ（る）」。その14万4,000人は，これまで地上に生を受けた幾十億という人々に比べれば，確かに「小さな群れ」にすぎません。それらの人は，王として描写されています。そうであれば，だれを支配するのでしょうか。
イエスは，もう一つのグループを成す，天の王国の恩恵にあずかる忠実な人たちに言及しました。ヨハネ 10章16節に記されているとおり，こう述べたのです。「わたしにはほかの羊がいますが，それらはこの囲いのものではありません。それらもわたしは連れて来なければならず，彼らはわたしの声を聴き，一つの群れ，一人の羊飼いとなります」。それらの「羊」は，地上での永遠の命を待ち望んでいます。アダムとエバが当初持っていたのと同じ見込みです。その人たちの将来の見込みが地上のものであることは，どうして分かるでしょうか。
聖書には随所に，地上に実現する楽園のことが述べられています。ご自分で確かめたい方は，お手持ちの聖書かウェブサイトjw.orgから，詩編 37編9-11節，46編8，9節，72編7，8，16節，イザヤ 35章5，6節，65章21-23節，マタイ 5章5節，ヨハネ 5章28，29節，啓示 21章4節をお読みください。これらの聖句は，戦争，飢きん，病気，死などがなくなることを予告しています。また，善良な人々がそれぞれ自分の家を建て，自分の土地を耕作し，平和な環境の中で子どもを育てる，という喜びを味わえる時代のことを述べています。 あなたも，そのような見込みに心を引かれるのではありませんか。そのような約束が間もなく現実となる，と信じてよい十分の根拠があります。
神は多くのことをしてこられた
神があなたのため，また人類全体のためにしてこられたことすべてをじっくり考えれば，神がすでに非常に多くのことをしてくださったという事実がはっきり分かります。わたしたちは，命や，知能，ある程度の健康，生きてゆくのに必要なものを与えられています。また，それよりはるかに大きな祝福となり得るのは，ヨハネ 3章16節から分かるように，神の贈り物としてイエスが死んで贖いとなってくださったことです。
病気，戦争，飢きん，あるいは死といった脅威のない，平和な快適な環境で永遠に生きることは，限りない幸福と祝福につながります。そうした祝福があなたのものになるかどうかは，すべてあなたにかかっています。今問われるのは，実のところ，あなたは神のために何をしていますか，ということなのです。
[脚注]
これらの預言に関して詳しくは，エホバの証人の発行した「聖書は実際に何を教えていますか」という本の第3章をご覧ください。
​[4ページの図版]
イエスは進んで地上に来て，人類を罪と死から救うため自分の命を与えた
​​​​​​



^ ***喜歌 61番 証人たちよ，進め！***
61番
証人たちよ，進め！
（ルカ 16:16）
1. 世に告げる 良い知らせを
終わり近いこの時代に
悪魔に立ち向かう
神の主権を支持して
（※ 繰り返し）
立ち止まらない 最後まで
神と歩むこの喜び
広く語る 真の希望
私たちは証人
2. 試される奉仕者たち
欲にふけるこの時代に
忠誠守り抜く
世に汚されることなく
（※ 繰り返し）
立ち止まらない 最後まで
神と歩むこの喜び
広く語る 真の希望
私たちは証人
3. 神の名とその王国
あざけられるこの時代に
神の清さ告げる
世の全ての国民に
（※ 繰り返し）
立ち止まらない 最後まで
神と歩むこの喜び
広く語る 真の希望
私たちは証人
（出 9:16; フィリ 1:7; テモ二 2:3，4; ヤコ 1:27も参照。）















^ ***ijwbq 記事 161 聖書に出てくる女性たちから何を学べますか***
聖書に出てくる女性たちから何を学べますか
聖書の答え
聖書にはいろいろな女性たちの生き方が書かれていて，たくさんの教訓を学べます。（ローマ 15:4。テモテ第二 3:16，17）この記事では女性たちを簡単に紹介します。そのほとんどは手本となる素晴らしい人たちですが，私たちへの警告となる人たちもいます。（コリント第一 10:11。ヘブライ 6:12）
アビガイル
イゼベル
エステル
エバ
サラ
シュラムの乙女
デボラ
デリラ
ハンナ
マリア（イエスの母）
マリア（マルタとラザロの姉妹）
聖書に出てくる女性たちの年表
マリア･マグダレネ
マルタ
ミリアム
ヤエル
ラケル
ラハブ
リベカ
ルツ
レア
ロトの妻
アビガイル
どんな人？ アビガイルは，金持ちで荒っぽい人ナバルの妻でした。アビガイルは機転が利き，謙遜で，容姿も美しく，神を敬う人でした。（サムエル第一 25:3）
何をした人か アビガイルは災いを回避するために知恵を働かせました。アビガイルとナバルは，イスラエルの将来の王ダビデが逃亡生活を送っていた地域に住んでいました。その間ダビデと部下たちは，ナバルの羊の群れを泥棒から守ってあげていました。それでダビデは使者を遣わし，食料を分けてほしいとナバルにお願いします。しかしナバルが横柄な態度で拒絶したため，ダビデの逆鱗（げきりん）に触れます！ ダビデと部下たちは，ナバルと家の男たち全員を殺そうと出ていきました。（サムエル第一 25:10-12，22）
アビガイルは夫がしたことを聞くとすぐに行動します。召し使いたちに食料を渡してダビデと部下たちに届けさせ，自分もダビデに憐れみ（あわれみ）を乞うために後に付いていきます。（サムエル第一 25:14-19，24-31）ダビデは彼女の贈り物と謙遜な態度を見，賢いアドバイスを聞いて，神が最悪の事態を防ぐためにアビガイルを遣わしたことに気付きました。（サムエル第一 25:32，33）間もなくナバルは死に，アビガイルはダビデの妻となりました。（サムエル第一 25:37-41）
学べる教訓 アビガイルは美しくて裕福でしたが，うぬぼれませんでした。自分に落ち度がなくても謝罪することをいとわず，平和な関係を保とうとしました。緊張した状況でも落ち着いて対処し，巧みさや勇気を示し，思慮深く行動しました。
▸ アビガイルについて詳しくは「思慮深く行動した女性」という記事をご覧ください。
イゼベル
どんな人？ イゼベルはイスラエル人のアハブ王の妻ですが，イスラエル人ではありません。カナン人の神バアルを崇拝し，エホバを崇拝しませんでした。
何をした人か イゼベル王妃は傲慢（ごうまん）で冷酷で乱暴な人でした。不道徳な行為にふけるバアル崇拝を広めていて，真の神エホバへの崇拝を根絶しようとたくらんでいました。（列王第一 18:4，13; 19:1-3）
イゼベルは自分勝手な欲望を満たすために，うそをついて人を殺しました。（列王第一 21:8-16）神が予告した通り，彼女は悲惨な死を遂げ，誰にも葬られませんでした。（列王第一 21:23。列王第二 9:10，32-37）
学べる教訓 イゼベルは警告となる例です。道徳心がない厚かましい人で，その名前は恥知らずで慎みに欠けた不道徳な女性の代名詞になりました。
エステル
どんな人？ エステルはユダヤ人の女性で，ペルシャのアハシュエロス王の妻に選ばれました。
何をした人か エステル王妃は自分の民族の大虐殺を阻止するために尽力しました。エステルは，ペルシャ帝国に住むユダヤ人全てを殺害する日を定めた命令が出されたことを知ります。これは首相ハマンの仕業でした。（エステル 3:13-15; 4:1，5）エステルは年上のいとこモルデカイの助けを得つつ，自らの命を懸けて，夫のアハシュエロス王にハマンの陰謀を知らせました。（エステル 4:10-16; 7:1-10）アハシュエロスは，エステルとモルデカイの願いを聞き入れて別の命令を出させ，ユダヤ人に自分たちの命を守る権利を与えます。ユダヤ人は敵を徹底的に打ち負かしました。（エステル 8:5-11; 9:16，17）
学べる教訓 エステル王妃は勇気や謙遜さ，慎みの際立った手本です。（詩編 31:24。フィリピ 2:3）美しくて地位の高い人でしたが，アドバイスや助けを求めました。夫には巧みさや敬意を示しつつ，大胆に語りました。ユダヤ人全滅の危機に面した時には，自分もその1人であることを恐れずに明かしました。
▸ エステルについて詳しくは「神の民のために立ち上がった女性」，「賢く勇敢に無私の気持ちで行動した女性」という記事をご覧ください。
エバ
どんな人？ エバは人類最初の女性で，聖書の中で最初に登場した女性です。
何をした人か エバは神からの明確な指示に従いませんでした。夫のアダムと同じように，エバも自由意志や，愛や知恵といった神に似た性質を培う能力を持つ完全な人間として創造されました。（創世 1:27）エバは，ある木の実を食べれば死ぬという警告を神がアダムに与えたことを知っていました。ところが，その実を食べても死なないといううそを信じ込み，神に背いた方がもっと良い生き方ができると考えます。エバはその実を食べてしまい，後に夫にも食べるように勧めました。（創世 3:1-6。テモテ第一 2:14）
学べる教訓 悪い欲望を抱き続けるのは危険なことです。神の明確な命令があったにもかかわらず，エバは欲望を募らせて，自分に与えられていないものを手に入れようとしました。（創世 3:6。ヨハネ第一 2:16）
サラ
どんな人？ サラはアブラハムの妻で，イサクの母親でした。
何をした人か サラは繁栄した町ウルでの快適な生活を後にしました。神が夫アブラハムに約束した事に信仰を持ったからです。神は，ウルを出てカナン地方に行きなさいとアブラハムに言いました。神はアブラハムを祝福し，アブラハムから偉大な国民が生まれるようにすると約束しました。（創世 12:1-5）サラはその頃60代だったと思われます。それ以降，サラはアブラハムと共に遊牧生活をしました。
サラは遊牧生活で危険な目に遭いますが，アブラハムが神の導きに従えるように支えました。（創世 12:10，15）何年もの間サラは子供に恵まれず，ひどく悲しみました。ですが，神はアブラハムの子孫を祝福すると約束していました。（創世 12:7; 13:15; 15:18; 16:1，2，15）やがて神は，サラがアブラハムの子供を産むと約束します。サラは子供を産める年齢をとうに過ぎていましたが，確かに子供を産みました。サラが90歳，夫のアブラハムが100歳の時でした。（創世 17:17; 21:2-5）2人は息子をイサクと名付けました。
学べる教訓 サラの例から，どんなに不可能に思える約束でも，神は必ず実現させてくださることを確信できます。（ヘブライ 11:11）結婚生活で妻が敬意を示すことの大切さも学べます。（ペテロ第一 3:5，6）
▸ サラについて詳しくは「容姿の美しい婦人」，「神から『王妃』と呼ばれた女性」という記事をご覧ください。
シュラムの乙女
どんな人？ シュラムの乙女は田舎出身の美しい娘で，「ソロモンの歌」の主人公です。聖書には名前が書かれていません。
何をした人か シュラムの乙女は羊飼いの若者に揺るぎない愛を抱きました。（ソロモンの歌 2:16）でも，とても美しかったため，裕福なソロモン王の目に留まり，好意を示されます。（ソロモンの歌 7:6）周りの人たちからソロモンを選ぶよう勧められますが，シュラムの乙女は断り，立場が低い羊飼いの若者を愛し続けました。（ソロモンの歌 3:5; 7:10; 8:6）
学べる教訓 シュラムの乙女は美しく，王にも愛されましたが謙虚でした。富と名声を得る見込みや周りからの圧力があっても，気持ちは揺らぎませんでした。感情をコントロールし，貞潔でした。
デボラ
どんな人？ デボラはイスラエルの神エホバに仕える女預言者で，人々にエホバの意志を伝えました。また，イスラエル人の間で生じた問題を解決しました。（裁き人 4:4，5）
何をした人か 女預言者デボラはエホバに仕える人たちを勇敢に助けました。神からの指示通り，敵のカナン人と戦うイスラエル軍の指揮者としてバラクを呼びます。（裁き人 4:6，7）バラクが一緒に来てほしいと頼むと，デボラは恐れることなく喜んで応じます。（裁き人 4:8，9）
神がイスラエルに決定的な勝利を与えた後，デボラとバラクはその出来事を歌いました。その歌の一部はデボラが作りました。デボラはその中で，カナン人を打ち倒したもう1人の勇敢な女性ヤエルについて述べています。（裁き人 5章）
学べる教訓 デボラは自己犠牲の精神を持つ勇敢な女性でした。神から見て正しいことをするよう人々を励まし，そのように行動した人たちを惜しみなく称賛しました。
▸ デボラについて詳しくは「わたしはイスラエルで母として立ち上がった」という記事をご覧ください。
デリラ
どんな人？ デリラはイスラエルの裁き人サムソンが愛した女性です。（裁き人 16:4，5）
何をした人か デリラは敵のフィリスティア人の役人たちからお金をもらい，サムソンを裏切りました。サムソンはイスラエル人を救出するために神が用いていた人です。フィリスティア人はサムソンが持つ超人的な力に打ち勝てませんでした。（裁き人 13:5）それで，ひそかにデリラに助けを求めたのです。
フィリスティア人はデリラを買収し，なぜサムソンに並外れた力があるのかを探らせます。デリラはお金を受け取り，何度か聞き出そうと試み，ついにサムソンの口を割らせます。（裁き人 16:15-17）デリラがその秘密をフィリスティア人に話したため，彼らはサムソンを捕らえて牢屋（ろうや）に入れました。（裁き人 16:18-21）
学べる教訓 デリラは警告となる例です。お金に貪欲で，エホバ神に仕える人をだまし，不忠実で利己的な行動を取りました。
ハンナ
どんな人？ ハンナはエルカナの妻で，古代イスラエルの有名な預言者サムエルの母親でした。（サムエル第一 1:1，2，4-7）
何をした人か 子供ができなかったハンナは，神に慰めを求めました。夫には妻が2人いて，もう1人の妻ペニンナには子供がいましたが，ハンナには何年たっても子供ができませんでした。ハンナはペニンナからひどい嫌がらせを受け，神に慰めを祈り求めます。そして，もし男の子を授けてくださるなら，幕屋つまり崇拝のための移動式天幕での奉仕のためにその子を捧げ（ささげ）ます，と誓います。（サムエル第一 1:11）
神は祈りに応え，ハンナはサムエルを産みます。ハンナは約束を守り，幕屋で奉仕させるために幼いサムエルを連れていきます。（サムエル第一 1:27，28）毎年，サムエルのために袖なしの上着を作っては届けました。その後ハンナは神に祝福され，3人の息子と2人の娘が生まれました。（サムエル第一 2:18-21）
学べる教訓 ハンナは心から祈り，試練に耐えることができました。サムエル第一 2章1–10節にあるハンナの感謝の祈りには，神へのあつい信仰心がはっきりと表れています。
▸ ハンナについて詳しくは「神に心を打ち明けて祈った女性」という記事をご覧ください。
▸ 神が古代の人々の一夫多妻を許容していた理由については「神は一夫多妻を是認しておられますか」という記事をご覧ください。
マリア（イエスの母）
どんな人？ マリアはユダヤ人女性で，処女だった時に神の子を奇跡的に妊娠し，イエスを産みました。
何をした人か マリアは神が望むことを謙遜に行いました。ヨセフと婚約していた時に天使が現れ，マリアが妊娠して待望のメシアを産むことになると告げられました。（ルカ 1:26-33）マリアはその役割を進んで受け入れます。イエスが生まれた後に，4人の息子と，少なくとも2人の娘が生まれました。ですから，処女のままではありませんでした。（マタイ 13:55，56）マリアはこの上ない栄誉を受けましたが，イエスの奉仕期間中も，初期クリスチャン会衆の中でも，人々からの称賛を求めようとはしませんでした。
学べる教訓 マリアは重い責任を進んで受け入れた忠実な女性で，聖書によく通じていました。ある資料によると，マリアはルカ 1章46-55節の中で20ほどの聖句に言及しています。
▸ マリアについて詳しくは「マリアからどんなことを学べますか」という記事をご覧ください。
マリア（マルタとラザロの姉妹）
どんな人？ マリアはマルタとラザロと同じく，イエスの親しい友人でした。
何をした人か マリアはイエスが神の子だと認めていることを何度も示しました。イエスはラザロが死ぬのを防げたはずだという信仰を表明し，ラザロが復活させられた時，その場にいました。マルタは，家事を手伝わずにイエスの話を聞いていたマリアを責めましたが，イエスは神について知りたいと思っていたマリアを褒めました。（ルカ 10:38-42）
マリアは心を込めてイエスをもてなし，「高価な香油」をイエスの頭と足に注ぎました。（マタイ 26:6，7）香油を無駄にしていると周囲から非難されますが，イエスはマリアをかばい，こう言います。「世界中どこでも[神の王国の]良い知らせが伝えられる所では，この女性がしたことも語られ，思い起こされます」。（マタイ 24:14; 26:8-13）
学べる教訓 マリアにはあつい信仰心がありました。日常の事柄よりも神への崇拝を優先しました。イエスのためにお金を惜しまずに使い，謙遜な態度で敬意を示しました。
マリア･マグダレネ
どんな人？ マリア･マグダレネはイエスの忠実な弟子でした。
何をした人か マリア･マグダレネはイエスと弟子たちと共に旅をした女性の1人です。彼らの必要を賄うためにお金を惜しみなく使いました。（ルカ 8:1-3）イエスの伝道の最後まで付き添い，イエスが処刑される時にもそばにいました。そして，復活して間もないイエスを見るという名誉にあずかった人の1人でした。（ヨハネ 20:11-18）
学べる教訓 マリア･マグダレネはイエスの伝道活動を快くサポートし，忠実な弟子として仕えました。
マルタ
どんな人？ マルタはラザロとマリアの姉妹で，3人ともエルサレムの近くの村ベタニヤに住んでいました。
何をした人か マルタはイエスと親しく，イエスは「マルタとマリアとラザロを愛して」いました。（ヨハネ 11:5）マルタは人をよくもてなしました。イエスが家を訪問した際，マリアはイエスの話を聞いていましたが，マルタは家事で忙しくしていました。マリアが手伝ってくれないことで不満を述べると，イエスはマルタの見方を優しく正しました。（ルカ 10:38-42）
ラザロが病気になった時，マルタとマリアはイエスに来てほしいと頼みます。イエスがラザロを癒やせることを信じていたからです。（ヨハネ 11:3，21）しかしラザロは死んでしまいます。マルタはイエスとの会話を通し，聖書の復活の約束と，ラザロを生き返らせるイエスの能力に対する確信を表しました。（ヨハネ 11:20-27）
学べる教訓 マルタは勤勉に人をもてなしました。アドバイスを進んで受け入れ，人々の前で自分の気持ちや信仰について語りました。
▸ マルタについて詳しくは「信じてまいりました」という記事をご覧ください。
ミリアム
どんな人？ ミリアムはモーセとアロンの姉でした。聖書の中で女預言者と呼ばれた最初の人です。
何をした人か ミリアムは女預言者として神からのメッセージを人々に伝えました。イスラエルの中で目立った立場にあり，神が紅海でエジプト軍を壊滅させた時には男性たちと共に勝利の歌を歌いました。（出エジプト 15:1，20，21）
その後しばらくして，ミリアムとアロンはモーセを批判しました。誇りや嫉妬心があったようです。神は「これを聞いていた」ので，2人を厳しくとがめます。（民数 12:1-9）神はミリアムを重い皮膚病で打ちました。モーセへの批判をたきつけたのはミリアムだったからだと思われます。ミリアムを癒やしてほしいとモーセが嘆願したので，神は聞き入れます。ミリアムは7日間隔離された後，イスラエルの宿営に戻ることができました。（民数 12:10-15）
聖書によると，ミリアムは矯正を受け入れました。何世紀も後に，神はイスラエル人に語る際にミリアムの特別な役割についてこう述べました。「あなたの前にモーセ，アロン，ミリアムを遣わした」。（ミカ 6:4）
学べる教訓 神は自分に仕える人たちが何を言い，互いについて何を話すかに注目しています。また，神に喜ばれるには，誇りや嫉妬心を克服しなければなりません。そうした傾向は他の人の評判を損ないかねません。
ヤエル
どんな人？ ヤエルはヘベルの妻で，イスラエル人ではありません。ヤエルは恐れずに神の民を助けました。
何をした人か ヤエルは，カナン人の軍隊の長シセラが彼女の天幕に現れた時，果敢に行動しました。イスラエルとの戦いに敗れたシセラは隠れ家を探していたので，ヤエルは天幕に招き入れて休ませます。そして，眠り込んだシセラを殺しました。（裁き人 4:17-21）
ヤエルの行動により，「エホバはシセラを，ある女性の手に渡す」というデボラの預言が実現しました。（裁き人 4:9）ヤエルは重要な役割を果たしたので，「女性のうち最も祝福された人」という称賛を受けます。（裁き人 5:24）
学べる教訓 ヤエルは進んで行動し，勇気を示しました。神は物事を巧みに動かして預言を実現させます。
ラケル
どんな人？ ラケルはラバンの娘で，族長ヤコブに愛された妻です。
何をした人か ラケルはヤコブと結婚して2人の息子を産み，古代イスラエルの12部族の基礎が築かれました。ラケルは父の羊を世話している時にヤコブに会いました。（創世 29:9，10）姉のレアと比べてラケルは「とても魅力的」でした。（創世 29:17）
ヤコブはラケルを愛し，結婚するために7年間働くことに同意します。（創世 29:18）しかしラバンはヤコブをだまし，先にレアと結婚させ，その後ラケルと結婚することを許します。（創世 29:25-27）
ヤコブはレアと彼女の子供たちよりも，ラケルと2人の息子を愛しました。（創世 37:3; 44:20，27-29）その結果，ラケルとレアは互いをライバル視するようになりました。（創世 29:30; 30:1，15）
学べる教訓 ラケルは神が必ず祈りを聞いてくださると信じて，家庭内での難しい状況に耐えました。（創世 30:22-24）一夫多妻は緊張した関係を生じさせます。結婚の本来の基準である一夫一婦制には，神の知恵が表れています。（マタイ 19:4-6）
▸ ラケルについて詳しくは「苦しみの多い人生 ―『イスラエルの家を築いた』姉と妹」という記事をご覧ください。
▸ 神がご自分の民の間で一夫多妻を許容していた理由については「神は一夫多妻を是認しておられますか」という記事をご覧ください。
ラハブ
どんな人？ ラハブはカナン人の町エリコに住んでいた娼婦で，エホバの崇拝者になりました。
何をした人か ラハブはカナンを偵察しに来ていた2人のイスラエル人を隠しました。ラハブがそのように行動したのは，イスラエルの神エホバがご自分の民をエジプトから救出したことや，後に敵のアモリ人を打ち倒したことを聞いたからです。
ラハブは偵察者たちを助け，イスラエル人がエリコを攻撃する際，自分と家族を生かしてほしいと嘆願します。偵察者たちは同意しますが，いくつか条件を出します。偵察者たちの任務について秘密を守ること，イスラエル人が攻撃する時，家族と共に彼女の家にとどまっていること，家の場所がすぐ分かるように緋色（ひいろ）の綱を窓に結ぶことです。ラハブは全ての指示に従い，イスラエル人がエリコを攻め落とした時に家族と共に生き延びました。
その後ラハブはイスラエル人と結婚し，ダビデ王とイエス･キリストの先祖になりました。（ヨシュア 2:1-24; 6:25。マタイ 1:5，6，16）
学べる教訓 ラハブは信仰の際立った手本です。（ヘブライ 11:30，31。ヤコブ 2:25）神は快く許してくださる公平な方で，どんな背景を持つ人でも神を信頼するなら祝福してくださいます。
▸ ラハブについて詳しくは「『業によって義と宣せられた』女性」という記事をご覧ください。
リベカ
どんな人？ リベカはイサクの妻で，双子のヤコブとエサウの母親でした。
何をした人か リベカは難しい状況でも神の望むことを行いました。リベカが井戸で水をくんでいた時，ある男性から水を一口飲ませてほしいと頼まれました。リベカはすぐに水を差し出し，男性のラクダにも水を飲ませることを申し出ました。（創世 24:15-20）その男性はアブラハムの従者で，アブラハムの息子イサクの妻を見つけるために長旅をしていました。（創世 24:2-4）従者は神からの祝福を祈り求めていました。リベカの勤勉さともてなしを見て，神が自分の祈りに答えてくださり，イサクの妻にリベカを選んだことに気付きました。（創世 24:10-14，21，27）
リベカは従者の旅の目的を知ると，従者と共に行き，イサクの妻になることに同意しました。（創世 24:57-59）その後リベカは双子を産みますが，神は兄のエサウが弟のヤコブに仕えることになると告げていました。（創世 25:23）イサクはエサウが長男として祝福を受けるようにと神に願い求めることにします。リベカはその祝福がヤコブに与えられるように手を打ち，神の意志に調和して行動しました。（創世 27:1-17）
学べる教訓 慎み深く勤勉で人をよくもてなしたリベカは，妻や母また真の神の崇拝者として素晴らしい女性です。
▸ リベカについて詳しくは「参りたいと思います」という記事をご覧ください。
ルツ
どんな人？ ルツはモアブ人で，自分の神を捨てて故郷を後にし，イスラエルの神エホバの崇拝者となった女性です。
何をした人か ルツはしゅうとめのナオミを深く愛しました。イスラエルで飢饉（ききん）が起きたため，ナオミは夫と息子2人と共にモアブに移住していました。やがて息子たちはそれぞれ，モアブ人の女性であるルツとオルパと結婚します。ところが，ナオミの夫と2人の息子は亡くなってしまい，3人のやもめたちが残されました。
ナオミは干ばつが終わったイスラエルに戻ることにします。ルツとオルパは一緒に行こうとしますが，ナオミは実家に帰るよう2人に勧め，オルパはそうしました。（ルツ 1:1-6，15）一方ルツは，しゅうとめに揺るぎない愛を示します。ルツはナオミを愛していて，ナオミの神エホバを崇拝したいと思っていました。（ルツ 1:16，17; 2:11）
献身的な嫁で働き者だったルツの評判は，ナオミの故郷ベツレヘムですぐに広まりました。裕福な土地所有者であるボアズはルツにとても感銘を受け，ルツとナオミに惜しみなく食物を提供しました。（ルツ 2:5-7，20）後にルツはボアズと結婚し，ダビデ王とイエス･キリストの先祖になりました。（マタイ 1:5，6，16）
学べる教訓 ルツはナオミとエホバを愛していたので，故郷や家族を進んで後にしました。よく働き，献身的で，逆境に面しても揺るぎない愛を示しました。
▸ ルツについて詳しくは「あなたの行かれる所にわたしも行き（ま）す」，「優れた婦人」という記事をご覧ください。
レア
どんな人？ レアは族長ヤコブの最初の妻で，もう1人の妻はレアの妹ラケルでした。（創世 29:20-29）
何をした人か レアはヤコブの息子を6人産みました。（ルツ 4:11）ヤコブはラケルと結婚するつもりでしたが，彼女たちの父親ラバンはレアを与えました。ヤコブはだまされたことに気付いて抗議しますが，ラバンは下の娘を先に嫁にやる習慣がないと主張します。1週間後，ヤコブはラケルと結婚します。（創世 29:26-28）
ヤコブはレアよりもラケルを愛しました。（創世 29:30）レアは嫉妬に駆られ，ヤコブの愛情を求めて妹と張り合いました。神はレアの感情を気遣い，子供を7人与えて祝福しました。レアは息子6人と娘1人の母親になりました。（創世 29:31）
学べる教訓 レアは祈りによって神に頼りました。つらい状況に置かれていても，神が助けてくださっていることへの感謝を忘れませんでした。（創世 29:32–35; 30:20）レアの生涯の記録は一夫多妻の害を明らかにしています。神が一夫多妻を許容していた時期もありましたが，神が認めている結婚の基準は一夫一婦です。（マタイ 19:4-6）
▸ レアについて詳しくは「苦しみの多い人生 ―『イスラエルの家を築いた』姉と妹」という記事をご覧ください。
▸ 神がご自分の民の間で一夫多妻を許容していた理由については「神は一夫多妻を是認しておられますか」という記事をご覧ください。
ロトの妻
どんな人？ 聖書は名前を明らかにしていません。ロトと妻には2人の娘がいて，家族でソドムという町に住んでいました。（創世 19:1，15）
何をした人か ロトの妻は神の命令に従いませんでした。ソドムと周りの町の人々が甚だしい性的不道徳を行っていたため，神はそれらの町を滅ぼすことに決めました。神はソドムに住んでいた正しい人ロトと家族を愛していたので，2人の天使を遣わして，ロトの家族を安全に逃れさせようとしました。（創世 18:20; 19:1，12，13）
天使はロトの家族に，この地域から逃げなさい，後ろを振り返ってはいけない，と言います。振り返るなら死んでしまいます。（創世 19:17）ロトの妻は「振り返ったため，塩の柱になっ」てしまいました。（創世 19:26）
学べる教訓 物への愛着が強過ぎると，神に不従順になってしまいます。イエスは警告として「ロトの妻のことを思い出しなさい」と言いました。（ルカ 17:32）
聖書に出てくる女性たちの年表
エバ
洪水（西暦前2370年）
サラ
ロトの妻
リベカ
レア
ラケル
出エジプト（西暦前1513年）
ミリアム
ラハブ
ルツ
デボラ
ヤエル
デリラ
ハンナ
イスラエルの最初の王（西暦前1117年）
アビガイル
シュラムの乙女
イゼベル
エステル
マリア（イエスの母）
イエスのバプテスマ（西暦29年）
マルタ
マリア（マルタとラザロの姉妹）
マリア･マグダレネ
イエスの死（西暦33年）
​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​



^ ***hdu ビデオ会議システムを使った会衆の集会***
寄付はどのように使われているか
ビデオ会議システムを使った会衆の集会
2020年6月26日
世界各地ではソーシャル･ディスタンスを保つことや，大規模な集まりを制限することが求められています。エホバの証人はそうした政府からの要請に従いながら安全に集会を開いています。各会衆は集会を開くため，Zoomなどのビデオ会議システムを活用しています。
定期的に集会を開けるようにするため，統治体は寄付を使って会衆用のZoomアカウントを購入することを承認しました。この決定は経済的に余裕のない会衆にとって大きな助けになっています。ビデオ会議のアカウントの購入には15ドルから20ドルか，それ以上かかるからです。これらの会衆は無料のビデオ会議システムを使っていましたが，接続できる人数の制限やセキュリティー面での課題がありました。会衆用のZoomアカウントを使うことで集会にふさわしいセキュリティー設定にでき，大人数の人たちが接続できるようになります。現在，170以上の国の6万5000を超える会衆でこのアカウントが使われています。
インドネシア，北スラウェシ州マナドにあるカイラギ会衆は，無料のビデオ会議システムから会衆用のZoomアカウントに切り替えました。ハディ･サントソ兄弟はこう述べています。「電子機器が苦手な兄弟姉妹も集会を楽しめるようになりました。集会の間に何度もログインする必要がなくなったからです」。
エクアドルのグアヤキルにあるグアヤカネス･オエステ会衆の長老，レスター･ヒホン･ジュニアはこう話しています。「多くの兄弟姉妹は経済的に難しい状況にあります。それで，一部の会衆はZoomアカウントを購入できず，集会への接続人数が制限されていました。でも今では会衆用のZoomアカウントを使えるようになったので，人数制限を気にすることなく自由に集会に招待できるようになりました」。
ザンビアのルサカにあるングウェレレ北会衆の長老，ジョンソン･ムワンザはこう述べています。「会衆の皆さんはしきりにこう言っています。『Zoomで集会に参加できるようになって，兄弟姉妹といつも一緒にいるように感じます。エホバの愛や気遣いも感じます』」。
このZoomアカウントの購入には，災害救援のための基金が使われています。この基金は世界的な活動への自発的な寄付によって成り立っています。多くの人はdonate.jw.orgを通して寄付しています。こうした寄付は世界中の他の救援活動にも使われています。皆さんの惜しみない寄付に心から感謝いたします。（コリント第二 8:14）
​​​​​​​
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